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柏崎市の北部に位置する西山町地域では、内陸部と海岸部のアクセスを良好にする

一般県道向山西山停車場線長嶺バイパス事業が実施されています。柏崎市教育委員会

では、この事業に伴い長嶺前田遺跡と黒部古屋敷遺跡の発掘調査を行ってきました。

本書は、そのうちの長嶺前田遺跡の調査成果を報告するものです。

発掘調査では、古墳時代前期から近世にかけての遺構や遺物が出土しました。断続

的ではありますが、この土地で幾度も人々が集落を営んできたことがわかりました。

近年、別山川流域で多くの遺跡が見つかっており、この地域における歴史が少しずつ

ですが明らかになってきています。本書もまた、皆様に活用いただき、地域の歴史を

理解するための一助としていただければ幸いです。

最後になりましたが、このたびの発掘調査が無事に終了できたことは、ひとえに地

域の皆様と事業主体者であります新潟県、また事業を担当されました柏崎地域振興局

地域整備部のご理解とご協力の賜であります。また、ご指導くださった新潟県教育委

員会、発掘調査に参加された皆様に対し、深く感謝と御礼を申し上げます。

平成29年2月

柏崎市教育委員会

教育長本間敏博



例 言

1.本報告書は、新渇県柏崎市西山町長嶺字前田・五百地・江添 ・札ノ木地内に所在する長嶺前EEi遺跡で

2. 

行われた発掘調査の記録である。

本調査事業は、新潟県（担当 ：柏崎地域振興局地域整備部道路課）を事業主体とする一般県道向山西

山停車場線長嶺バイパス事業に伴う事前調査であり 、柏崎市教育委員会が調査主体となって発掘調査

を実施したものである。

3.発掘調査における現場業務は3地区に分け複数年にかけて実施した。調査期間は平成23年 10月12

日から平成26年 12月19日までである。詳細は第I章に記した。整理業務は、現場業務終了後から本

格的に着手し、平成29年2月まで報告杏を作成した。

4.現場業務は、柏崎市教育委員会博物館（平成26年3月31日まで教育総務課）埋蔵文化財係の職員等

を調査担当 ・調査員 ・調査補助員として実施した。整理 ・報告書作成作業は、調査担当を中心に同係

のスタッフで行った。

5.出土した遺物には、遺跡名の略号として 「ナガマエ」と註記し、地区名 ・遺構名 ・グリッド及び層序

等を併記した。

本報告書の執箪及び編梨は中島が行った。

7.本事業で出土した遺物並びに調査や整理業務の過程で作成した図面 ・記録類は、すべて一括して柏崎

市教育委員会（埋蔵文化財事務所）が保管 ・管理している。

8.本書掲載の図面類の方位は全て真北である。磁北は真北から西偏約7度である。

6. 

9. 次の業務は、関連業者への委託により実施した。

基本測量・逍構測最 ．．．．．．．．.. 株式会社榮技術

株式会社オリス空中写真撮影

10. 

藤村ヒューム管株式会社本社営業部

発掘調査の準備段階から本書作成に至るまで、事業主体者をはじめとする関係者等から様々な御協力

図版作成

と御理解を賜った。記して厚く御礼を申し上げる次第である。

長嶺町内会 • 新渥県教育委員会（順不同 ・ 敬称略）
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ー 序 説

1 調査に至る経緯

1)事業の概要

長嶺前田造跡が所在する柏崎市は、新潟県のほぼ中央の海岸部に位置する。広ぽうは東西27.40km、南

北40.20km、面積は442.70k面である。海岸線の延長は約42kmと長く 、米山福浦八景といった景勝地や

15か所の海水浴場もあり、重要な観光資源となっている。

柏崎市北部に位置する西山町地域では、内陸部に北陸自動車道と国道116号が、海岸線沿いには国道

352号が通っている。新潟県は、これらの幹線道路につながる主要地方道柏崎 ・高浜 ・堀之内線と一般県

道向山西山停車場線の間を、延長約600m、幅員約llmのバイパスを新設して接続することを計画した。

これにより、内陸部と海岸部のアクセスが容易になり、県内外からの観光交流人口が増加することが期待

される。また、緊急時の輸送道路間が直結されるとともに、複合災害時等には避難代替路線とするなど、

防災対策の強化も図れるものである。当事業は、一般県道向山西山停車場線長慎バイパス事業（以下、長

嶺BP事業）として、新潟県が事業主体となって実施されることとなった。なお、事業を担当するのは新

潟県柏崎地域振興局地域整備部である。

2)長嶺前田遺跡の発見

柏崎市教育委員会（以下、市教委）はこの事業が採択される以前に計画を把握したが、事業予定地の周

辺では周知の埋蔵文化財包蔵地は見つかっていなかった。しかし、平成19年4月3日に現地踏査を行った

際に土師器 ・須恵器 ・珠洲等が採集されたため、新発見の長嶺前田遺跡として新渇県教育委員会教育長へ

報告することとなった［柏崎市教育委員会2008]。

3)取扱いの協議と試掘 ・確認調査（表 1.第 1図）

平成19年4月12日に事業を担当する地域整備部へ長嶺BPの法線内で長嶺前田造跡を発見したことを伝

え、事業の実施に当たってはその取扱いについて協議するよう依頼した。この段階では事業採択はされて

いなかったが、法線の変更は当事業の趣旨や、地形的な制約から困難とのことであった。

表1 長嶺BP事業に伴う試掘・確認調査履歴

No. 種別 期間 法99条通知 終了報告 調森面稼 成果
確認調査 I→122. 11. 16~ 1-122. 11. 15 1-122. 11. 22 34. 5面 長嶺前田迫跡の概要確昭

1-122. 11. 18 教総第579号教総第591号 8カ所

2 確昭調査 H23. 10. 20 H23. 10. 19 H23. 11. l 4. 5m' 迪構 ・遺物なし

教総第578号 教総第582号 1カ所

3 試掘調査 H23. 11. 1 7 ~ H23. 11. l 0 H24. 3.22 54対 黒部古屋敷迎跡を発見

H23. 11. 18 教総第584号教総第584号の2 9カ所

4 試掘調査 H24. 11. 1,1 H24. 11. 12 H24. l l. 19 18.81対 辿構 ・追物なし

教総第608号教総第608号の2 3カ所

-1 -
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第1囮 長嶺BP事業に伴う試掘・確認調査トレンチ位置図
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事業が正式に採択された後の平成21年7月15日、市教委は地域整備部より事業の詳細やスケジュールな

どについて説明を受けた。用地取得は平成22年度以降に開始される予定であり、これに合わせて試掘 ・

確認調査を行い、本発掘調査の要否や実施計画について協議することとした。

第1次調査は平成22年11月16日から18日に、長梱地区と黒部地区の3,300面を対象に行った。試掘ト

レンチは長嶺地区に7か所、黒部地区に1カ所を設定した。長領地区では、迫構や追物が分布する範囲と、

腐植物思が堆梢する湿地帯痕跡の範囲を確認した。翌年度も耕作を控えた水田のため、下層の辿構面の検

出は行わなかった。黒部地区では迎構や辿物は出土しなかった。この調査の結果を地域監備部に報告し、

翌平成23年度の本発掘調査の計画について協談を行った。

第2次調査は、平成23年10月20日に行った。分布調査で多くの須恵器が採集された地点の西山丘陵の

裾付近を対象とした。調査の結果、上部には厚い客土が盛られ、その下位に腐植物層が堆積していた。採

集された遺物は客土に伴うものと判断し、本発掘調壼は不要とした。

第3次調査は、黒部・鬼王地区の1,300面が対象で、9カ所のトレンチで調査した。巡物は1点だけであっ

たが、複数の トレンチで辿構を検出した。新発見の黒部古屋敷追跡として、新潟県教育委員会教育長へ報

告した。黒部古屋敷遥跡は平成24年度に記録保存のための本発掘調査を行い、平成25年度に発掘調査報

告魯を刊行した［柏崎市教育委員会2014]。

第4次調査は別山川に隣接する宅地を対象に平成24年11月14日に実施した。宅地の整地層の下に灰色

粘土層が厚く堆積しており、さらに掘り下げると青灰色粘土層を検出した。遺構や遺物は確認できず、追

跡は存在しないと判断した。

これまでの試掘調査により、当事業予定地内における本発掘調査が必要な範囲を確定した。

前述したとおり当事業の法線の変更は困難であり 、事業予定地内の埋蔵文化財は記録保存のための本発

掘調査を行うこととなった。本発掘調査は平成23年度の稲刈 り後から、用地取得が完了した範囲で開始

した。その後は、試掘調査の結果や用地の取得状況により順次計画を変更した。また、平成23年度の本

発掘調査中に、辿構面が複数存在することが判明し、このことも計画変更の要因となった。

結果として、当事業にかかる本発掘調査は平成23年度から平成26年度の4か年にかけて行った。各年

度の文化財保談法に係る手続、調査期間は表2のとおりである。

2 発掘調査

発掘調査は、用地取得の進捗状況に合わせ、調査対象範囲を分割して行った（第2図）。

表2 長嶺前田遺跡本発掘調査の経過

No.法第94条の通知 県教委指示文 法99条通知 終了報告 発掘調資期間 備考

1 li23. 8. 4 M23. 8. 18 1-123. 10. 5 1123.12.28 1123. 10. l2~ 長嶺前田辿跡

柏振地第240号 教文第571号の2教総第575号教総第575号の2 H23. 12. 10 710m' 

2 1124. 3. 30 M24. 4. 13 H24.4.26 1124. 12. 15 1124. 5. 18~ 長硲前田迫跡

柏振地第637号 教文第73号の2 教総第517号教総第517号の2 112<1. 7. 30 960 tli 

3 1124.5.31 H24.6.8 1-124. 7. 12 1124.12.5 H24. 8. 6~ 黒部古屋敷迫跡

柏振地第126号 教文第293号の2教総第560号教総第560号の2 1124. I l. 19 75011i 

4 H25. 4. 3 H25. 4. 10 1125. 6. 18 H26.2. 12 1・125. 6. 21 ~ 長嶺前田迎跡

柏阪地第30号 教文第64号の2 教総第558号教総第678号 1125. 12. 12 L, LOOni' 

5 H26. 3. 26 1-126. 4. 16 l126 H26 1126. 10. 29~ 長徹前田迫跡

柏振地第689号 教文第91号の2 膊第588号 隙第618号 1-126. 12. 19 270m' 
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上層

SI 

中層

下層

第2図 長嶺前田遺跡発掘調査区区分図

平成23年度

調査期間は、 10月12日から12月10日である。A地区全体

を調査する予定であったが、 一部で用地取得が間に合わず、

Al地区のみを調査することとなった。土坑の調査中に下位

の包含層が存在することが判明した。そのため、当年度中の

調査完了は因難となり 、調査中の遺構面の調査を完了させ、

平成23年度の発掘作業を終了した。

平成24年度

5月18日から調査を行った。A2地区上層の調査から開始

したが、過去のほ場整備に伴う攪乱が調査区の約半分を占め

ていた。 5月31日に上層の調査を完了し、 A地区全体で下位

層の調査に着手した。この恩の遺構の調査中に、さらに下位

の遺構面が存在することが判明し、継続して調査することと

なった。7月11日にこの層の調査を完了し、最下層の調査を

開始した。逍構、辿物ともにそれほど多くなく、分布範囲も

狭かったため、 7月31日にA地区の調査を完了することがで

きた。当年度は引き続いて黒部古屋敷遺跡の発掘調査を行っ

た。

平成25年度

B地区の調査を6月21日から行った。掘削土の搬出ができ

なかったため、調査区を東西に分割し、西側の上層Bl地区から調査を開始した。この面の調査は7月25

日に完了した。下位層への掘削を開始したが、中層の遺構面は検出されず、最下層の遣構面に達した。調

査区の壁面を精査したが中層の遺構面は確認できなかった。掘削土の処理が困難となり、西端部の一部

を掘り残さざるを得なくなり、さらに調査区を分割することとなった。下層Bl地区の調査を9月24日ま

で行い、引き続き下層B2地区の調査を10月4日まで行った。その後、上陪B2地区の調査を行った。上層

Bl地区の東端部で、上層と最下層が近接して検出されたが、上層B2地区では同一面で上下層の遺構が検

出された。この地区の調査は12月12日に完了し、当年度の調査を終了した。

平成26年度

現市道部分のC地区の調査を行った。農作業等で頼繁に往来がある道路のため、稲刈り後の10月29日

から開始した。調査区が狭小なうえ、軟弱地盤であることから軽醤鋼矢板で土留めを行ったが、中層以下

では安全を確保するため調査区を縮小せざるを得なくなった。12月19日調査を完了し、当事業に係る現

場作業を完了した。

3 調査の方法

表土掘削と遺構検出

表土の掘削ば法面バケットを装着したバックホウを用い、辿物包含陪の発掘は人力で行った。追構検出

面まで掘り下げた後に、鋤簾などを用いて追構検出を行った。検出した遺構はマーキングし、遣構概略屈
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を作成して種別を問わず連番を付した。

遺構発掘

遺構の掘削は、大型の遺構以外は半戟を基本とし、大型の土坑等は土層観察用の畦を残して掘り下げた。

その後、必要な記録を作成するとともに、遺構台帳に記載して完掘した。出土逍物は、遺構外のものは小

グリッドと出土層位などを、辿構内のものは遺構番号と出土層位を記録した。一括造物などは、状況に応

じて詳細図を作成したもの、 トータルステーションで出土地点を記録したものなどがある。造構完掘状況

の平面図の作成は、業務委託による電子平板測最で行った。他の追構の調査などで事前に破壊する必要が

ある追構は、調査員がトータルステーションにより観測し、後に業務委託によるデータと合成した。

写真

逍構個別や追物出土状況の写真撮影は、調査担当が行った。使用したフィルムは35mmリバーサルと35

mmモノクロネガである。フィルムの感度はISOlOOを基本としたが、10月以降はIS0400を使用した。また、

1200万画素一眼レフデジタルカメラ、コンパクトタイプのデジタルカメラも記録用に随時用いた。

全体完掘後にRCヘリコプターによる空中写真の撮影を業務委託により実施した。この撮影では、35mm

カラーリバーサルフィルム、 67判カラーネガとカラーリバーサル、 2100万画素一眼レフデジタルカメラ

を使用した。

4 整理作業

発掘調査に並行して出土遺物の洗浄と注記作業を行った。遺跡名の略号は「ナガマ工」を用い、他に調

査区名、出土迫構やグリッド、恩位等を併記した。その後、接合作業、実測図の作成を行った。図化する

遺物は、器種や部位が把握できるものを主に選択した。合わせて、発掘作業で作成した記録類の整理を行っ

基礎整理作業に引き続いて発掘調査報告書の作成を開始した。囮面図版および写真図版の作成は、業務

委託によるデジタル編集で行った。原稿の執筆は全て調査担当が行った。

5 調査業務の体制

平成23年度から平成26年度の現場業務から整理作業を経て、平成28年度の報告書刊行に至るまでの体

制は表3の通りである。
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表3 長嶺前田遺跡発掘調査の体制

調壺主体 柏崎市教育委員会
教育長 小林和徳（平成23年I0月まで）

平成23年度

大倉政洋（平成23年10月から平成27年 10月）
本間敏博（平成27年10月から）

担当 ：教育総務課逍跡考古館埋蔵文化財係

総括 本間敏博（教育部長）

監理
庶務

猪俣哲夫（教育総務課長）
品田孔痣志（埋蔵文化財係長）

田中裕美子（非常勤職員）
中島義人（主査 ・学芸員）

平成24年度
担当 ：教育総務課辿跡考古館埋蔵文化財係

総括 本間敏郎（教育部長）
猪俣哲夫（教育総務課長）

監理 ・庶務小池繁生（課長代理兼埋蔵文化財係長）

庶務 高橋真美（非常勤職員） ～9月
調査担当

作業員 埋蔵文化財係非常勁職員 調査担当
重住千夏（非常勤職員） 10月～

中島義人（主査 ・学芸員）
社団法人柏崎市シルバー人材センター会貝作業員 埋蔵文化財係非常勤職員

社団法人柏崎市シルバー人材センター会B

平成25年度 平成26年度
担当 ：教育総務課辿跡考古館埋蔵文化財係 担当 ：博物館埋蔵文化財係

総括 本間敏博（教育部長） 総括 本間敏博（教育部長）

力石宗一 （教育総務課長） 力石宗一（博物館長）

監理 ・庶務小池繁生（課長代理兼埋蔵文化財係長） 監理 ・庶務小池繁生（館長代理兼埋蔵文化財係長）
庶務 重住千夏（非常勤職員） 庶務 重住千夏（非常勤職員）
調森担当 中島義人（主査 ・学芸員） 調査担当 中島義人（主査 ・学芸員）
調査支援 藤村ヒューム管（株）本社営業部柏崎営業所調壺員 池田朝子（非常勤職員）

作業員 埋蔵文化財係非常勤職員 調森支援 藤村ヒューム管（株）本社営業部柏崎営業所
（株）藤村ヒューム管 作業員 埋蔵文化財係非常勤職員

公益社団法人新混県シルバ一人材センター連合会

平成27年度 平成28年度
担当 ：博物館埋蔵文化財係 担当 ：博物館埋蔵文化財係
総括 猪俣哲夫（教育部長） 総括 猪俣哲夫（教育部長）

力石宗一 （博物館長） 田村光一（博物館長）
監理 ・庶務小池繁生（館長代理兼埋蔵文化財係長） 監理 ・庶務多田利行（館長代理兼埋蔵文化財係長）
庶務 重住千夏（非常勤職貝） 庶務 重住千夏（非常勤職員）
調査担当 中島義人（主査 ・学芸員） 調査担当 中島義人（主査 ・学芸員）
調査員 池田朝子（非常勤職員） 調査員 池田朝子（非常勤職員）
作業員 埋蔵文化財係非常勤職員 作業員 埋蔵文化財係非常勤職員
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11 遺跡をとりまく環境

1 長嶺前田遺跡の位置と地理的環境

1) 柏崎平野概観

柏崎市は新湯県のほぼ中央の日本海沿いに位置する。市域の中心となる柏崎平野は、鯖石川と鵜川を主

要河川とする臨洵沖積平野で、周囲は東頚城丘陵の一部の丘陵や山塊に囲まれ、信濃川水系の越後平野や

関JII水系による頸城平野と隔てられる。

この丘陵地形は、刈羽三山と呼ばれる米山・黒姫山・八石山を頂点に西部、中央部、北東部に分けられる。

西部は、米山を頂点とした傾斜

の強い山塊で、この山塊 ・丘陵

地形の広がりは低位 ・中位 ・高

位の段丘による断崖として海岸

部まで続き、沿岸部には沖積地

や砂浜は少ない。中央部は、頂

点となる黒姫山の北側で緩やか

に嵩度が下がり、湿地性の強い

沖積地に接する一帯に広い中位

段丘を形成する。北東部は、北

東方向の背斜軸に沿って、丘陵

や山地が規則的に並び、向斜軸

に沿って別山川 ・長烏J11といっ

た鯖石川の支流が南西方向に流

れ出て、その流域に谷底状の沖

積地を形成する。

平野の地形は、中 ・上部更新

統～完新統からなる段丘、多く

が地下に埋没した上部更新統か

らなる古（旧期）砂丘のほかに、

更新統の最上部～完新統からな

る河道 ・旧河道 ・自然堤防 ・後

背湿地 ・新砂丘などに区分され

る［柏崎平野団体研究グループ

1979]。日本海に面する北西部

は海岸に沿って荒浜砂丘 ・柏崎

砂丘が横たわり、現在では柏崎

R 

亡コ沖積地

亡コ砂丘

二沖積段丘

にコ中・高位段丘

置璽 丘陵 (200m以下）・■l山地・丘陵

第3図 柏崎平野の地形と長嶺前田遺跡の位置
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の市街地がこれを覆っている。平野部をなす沖租地は、砂丘後背地として湿地性が強く、鵜川 ・鯖石）IIの

蛇行により、各所に自然堤防が形成される。

2) 別山川流域

別山川は延長17.4kmの2級河）11で、鯖石川の最大の支流である。出雲崎町との税界に近い柏崎市西山

町別山字甲戸地内からおおむね南南西へ向かって流れだし、鎌田川や坂田川、妙法寺川等の支流を合わせ

て、柏崎市上原付近で鯖石川に合流する。流域には氾濫原堆積物からなる沖積層が広がり、随所に独立し

た小丘陵が点在する。流域の区分は定まっておらず、ここでは便宜的に旧西山町域を上流域、刈羽村域を

中流域、蛸石川との合流点からの旧柏崎市域を下流域とする。別山）11の両岸には背斜軸を揃える二筋の丘

陵が並んで南南西から北北東へ伸びている。ここでは、西側の丘陵を西山丘陵とし、東側は曽地丘陵とす

る。上流域では東西の丘陵から伸びる支尾根が別山川の両岸に迫り、平地部は谷底状に狭まる。中流域で

は、西山丘陵は高度を減じて荒浜砂丘に続いて、東西の山裾が狭まるため、別山川沿いの沖積地が大きく

広がっていき、下流域に続いていく。

西山丘陵は荒浜砂丘に端を発するもので、海岸線沿いを北北東方向に延び、国上山 ・弥彦山・角田山へ

と続いている。西山地内での標高は140m前後で、頂部は不明瞭でなだらかな丘陵である。西麓は海岸部

付近まで続く。ここから日本海に流れ出る川には、仁位殿）11、大津川、 尾町川等があり、これらの河口付

近では砂浜が形成される。東麓は幾筋もの支尾根があり、 この間から別山川へ向かって小河川が流れ出

す。曽地丘陵は、東頚城丘陵の北端から連なり、信濃）1|左岸の大河津分水路付近まで北北東へ続く。標高

は350m前後で、尾根筋が明瞭な丘陵である。曽地丘陵の西麓も別山）1|付近まで伸び、樹枝状の小谷から

は別山川の小支流が流れ出す。この二筋の丘陵は出雲崎町との境界付近で麓の境が不明瞭となり 、南南西

へ向かって流れる別山）IIと、北北東へ向かう島崎川の分水嶺となる。

3) 遺跡周辺の地形

長嶺前田遺跡は、別山川右岸の柏崎市西山町長嶺字前田 ・五百地 ・江添 ・札ノ木地内に所在する。

北側には西山丘陵から伸びる支尾根が二股に分かれて迫り、この間を塞ぐように牒業用のため池が設け

られている。長嶺地区の諏訪神社の由緒書によると、元禄13年(1700)頃の干ばつの被害が甚大だったため、

その後にため池を作ったと記されている。

長嶺前田追跡の南を別山川が東北東から西南西に向かって流れている。現在はほぽ直線的な流路となっ

ているが、河川改修前は追跡の南東部で北へ大き

く蛇行していた（第4図）。このため、大雨の際

には幾度も浸水の被害が出たとのことである。追・

跡の西側、別山川の右岸側には支尾根に囲まれた

やや広い沖租地が広がり、大部分は水田として利

用されている。長嶺前田追跡は、別山川と西山丘

陵から伸びる支尾根に囲まれた、長さ1km、幅

500mほどの沖積地の東端部、後背に支尾根の先

端が迫る部分に位置することとなる。

t-,'と いこ t ＇そげ會 ・―’'，，’'I A,．iI O 《. -:-?•一ー，心.,..戸→-- ―し

き口，’~：一

瓢三ご竺
！，．ー'-序'1的，．1， 5四

第4図 別山川の旧流路と長嶺前田遺跡
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2 歴史的環境と周辺の遺跡

弥生時代

弥生時代前期末から中期前半の遺跡は、小丸山遣跡と裔塩B造跡がある。いずれも海浜部の砂丘に立地

する。小丸山遺跡では、発掘調査によ り土坑群が検出され、まとまった量の土器も出土した。しかし、住

居はみられず、土坑の性格も不明であり、集落が形成されたかは明らかでない。高塩B追跡では土器片が

採集されたとされるが、詳細は不明である。県内他市の状況からは、この時期に稲作を生業の基盤とした

とは認められない。

中期後半になると、別山川下流域の下谷地追跡で稲作が本格化する状況を見て取ることができる。国指

定史跡となった下谷地遺跡は、別山川下流域の沖積地のほぽ中央に位置する。北陸自動車道の建設に伴い

1978 ~ 1979年に発掘調査が行われた。当期の遺構では、住居跡6棟、掘立柱建物11棟、方形周溝墓4基、

土城墓、貯蔵穴等が見つかり、当期の集落の様相が明らかとなった。また、管玉などの玉作が行われてい

たことも判明した。この時期の土器は北陸系の小松式土器が主体で、信州栗林系や両者の折衷型の土器も

用いられた。箕輪遺跡は、南北を鵜JII支流の源太）l|と横山川に挟まれた丘陵先端付近の沖積地に立地し、

周囲は低湿地の様相を呈する。建物は未確認であるが、下谷地遺跡と同様に北陸系の土器に信州系の土器、

玉作り関連資料が出土した。下谷地辿跡や岩野遺跡、萱場遺跡では東北南部系の土器も出土している。

後期になると遺跡数が増加するとともに、立地に変化が現れる。別山川中流域の西谷遺跡は、後期中頃

から古墳時代前期初頭までの長期間継続することが特徴的である。出土土器には他地域のものがまとまっ

て搬入されていることから、広域的な交流を行った中核的な集落と考えられる。また、背後の丘陵では環

濠も見つかっている。別山川下流域の吉井辿跡群では曽地丘陵の裾付近に位置する戸口遺跡が中心的な集

落となる。

後期後半になると確認できる遺跡数が増加し、西岩野逍跡や内越遺跡、坪之内遺跡、野崎退跡、田塚山

遺跡A地区、江ノ下遺跡、I焚］野遺跡などが成立する。これらの多くは低位丘陵上に立地し、西谷遺跡を

とりまくように位置するものが多く 、防御的な集落も多く形成されていたとみられる。別山川上流域の遺

跡では、曽地丘陵から伸びる尾根先端の平坦部に立地する内越遺跡や坪之内遺跡、沖積地内の独立した小

丘陵上の野崎遺跡がある。内越迫跡では、平面隅丸方形の竪穴住居や土坑が見つかり、住居内などから多

数の北陸系の土器とともに、後北Cl式の続縄文土器が出土した。坪之内辿跡では、当期の遺構は確認で

きなかったが、当期の土器の他に大型の翡翠製勾玉が出土している。野崎逍跡の試掘調査では、環濠とみ

られる断面V字形の掘り込みが検出されており、その覆土から当期の土器が少饉だが出土している。

古墳時代

古墳時代前期の辿跡の分布も、弥生時代後期の状況と似たような状況であるが、確認できる遺跡は増加

する。悔岸地域の砂丘上には高塩B遣跡と刈羽大平遺跡がある。いずれも土器はまとまって出土している

が、住居等の遺構は確認できず、集落の様相は明確ではない。別山川流域では、町口遺跡 ・北田遺跡 ・行

塚追跡で発掘調査が行われた。町口辿跡は、竪穴住居や土坑からまとまって土器が出土しており、集落を

囲むとみられる溝も検出された。行塚追跡は管玉を生産した玉作集落で、前方後円墳1基を含む吉井行塚

古墳群に隣接していることから、古墳の造営集団と関係することが想定される。別11.JJIIと鯖石川の合流店

の近くに位置する下境井遺跡では、建物や住居は確認できなかったが、自然流路内や土坑からまとまって

-9-
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第5図別山JII流域の遺跡
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土器が出土した。應翡石川中流域の亀ノ倉遺跡でも、集落を囲む可能性がある溝が検出されている。ここでは、

北陸系の土器に混じり、東北地方の天王山系土器が一定屈出土していることが注目される。この他、鵜川

下流域の琵琶島城跡でも当期の土器が一定誠出土している。

古墳は、前方後円墳1基と前方後円墳の可能性を持つ円墳l基からなる吉井行塚古墳群がある。周囲を

吉井迫跡群に囲まれており 、この一帯が柏崎平野の当期の中心的な地域であったことが想定できる。

吉井行塚古墳群の後に続く古墳は確認できず、地域の首長的な存在となる遺跡はみえなくなる。これは、

県内の他地域でも同様の様相が見られるようである。しかし、集落遺跡は中期から後期にかけて継続的に

成立しており 、その多くは別山川の左岸域で確認されることがこの地域の特徴といえる。中期では、別山

川上流域の坂田仲沢遺跡、中流域の枯木A造跡と山ノ脇遺跡、下流域では礼坊遺跡や戸口遺跡B地点等で

発掘調査が行われているが、いずれも調査区が狭く集落の様相は不明瞭である。後期の遺跡は別山川上流

域で比較的多く見つかっており、 l!IJ口遺跡、 二田沖逍跡、坪之内辿跡、畠田遺跡、高塩B遺跡で発掘調査

が行われている。

古代

越国が3分割された際、柏崎市域を含む古志郡は越中国に属し、大宝2年 (702)に蒲原 ・魚沼 ・頸城

郡とともに越後国に割譲された。その後の9世紀前葉に、柏崎平野を中心とした一帯が三嶋郡として古志

郡から分地したとされる［米沢1980]。

古志郡の郡術などの中枢部は、島崎）11流域の八幡林逍跡（長岡市 ・旧三島郡和島村）周辺に所在したこ

とが同遺跡などの調査成果から想定される。三嶋郡の中心は、駅家に関する木簡や「上殿」と記された墨

魯土器が出土した箕輪遺跡（枇杷島）の付近と考えられる ［新潟県教育委員会 • 他 2015] 。

承平年間 (931~ 938)に成立した r倭名類緊抄』には、 三嶋郡内の郷として「三嶋」・「高家」 ・「多岐」
の3郷が記されている。のちの荘園分布などを参考に、三嶋郷が翰川流域に、高家郷が鯖石川中流域から

長鳥川流域に、多岐郷が別山川流域をそれぞれの郷域に推定されている。延長5年 (927)に完成した『延

喜式Jの兵部省諸国駅伝馬に越後国の駅として 「三嶋」と 「多太」がある。三嶋駅は箕輪遺跡周辺と想定

されることから三嶋郷に、多太駅は多々神社周辺などの多岐郷内に推定される。

柏崎平野で見つかる古代の遺跡の多くは平安時代のもので、飛鳥 ・奈良時代の遺跡は少ないが、箕輪遺

跡、音無瀬遺跡、萱場追跡、戸口遺跡、刈羽大平辿跡で奈良時代の遺構や遺物が確認されている。別山川

上流域では、井ノ町逍跡で逍物がまとまって出土しているほか、宮ノ前追跡や町口遺跡でもごく少量だが

当期の須恵器が出土した。 また、軽井川南遺跡群 • 藤橋東遺跡群の製鉄遺跡では、 奈良時代から操業が開

始されている。平安時代の特に9世紀中葉から後半にかけて追跡数が急増しており 、これは全国的な傾向

と同様のものである。

中世

柏崎平野に比定される荘園として、「吾妻鏡J文治2年 (1186)3月12日条の「三箇国庄々未進注文」に

宇河荘• 佐橋荘 ·比角荘の3荘園が記され、これらは 11世紀末～ 12i止紀中葉頃に寄進地系荘園として成

立したと考えられる［荻野1986]。これらの荘域は明確ではないが、宇河荘は鵜川河口付近を除く鵜川流

域一帯と鯖石JII左岸域の一部など、佐橋荘は鯖石）1|中流域と長鳥JIl流域付近、比角荘は現在の柏崎市街地

域周辺が荘域と考えられる。そして、鯖石川最大の支流である別山）1|流域には、荘域の拡大や別の荘園が
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成立した様子はみられず、郷や保があったとみられる［村山1990]。別山川流域は弥生時代中期以降の追

跡が集中し、後には古代官道の北陸道が通ることから、交通や流通の要地であったと考えられる。このた

め、国術領としての伝統が強く残存し、中世前期に荘園が成立せず鵜川や鯖石川流域とは異なる歴史的展

開をしたと考えられている。

柏崎平野の中世後期における在地の勢力には、佐橋荘と鵜J11荘安田条を本拠とした越後毛利氏、鵜川荘

上条の上条城を館とした上条上杉氏、刈羽の赤田城を根拠地として別山川流域の大半を領する斎藤氏など

がある。御館の乱 0578~ 79年）では、安田毛利氏 ・斎藤氏 ・上条上杉氏が景勝方に味方し、北条毛利

氏は景虎方の主勢力として活躍した。しかし、北条毛利氏は景勝方に降り、佐橋荘を主とする領地のすべ

てが上杉景勝方の武将に細分して分け与えられた。

中世の遺跡は多く見つかっており、発掘調査が行われたものも多い。鯖石｝1|と長鳥川合流点付近の馬場・

天神腰遺跡は12世紀から16世紀初頭までの都市的な性格を帯びた集落とされる ［品田1997]。鵜川下流

域の下沖北遺跡では方形に巡る堀に囲まれた13世紀の館が確認されている。別山川上流域の町口逍跡で

は14世紀代と 16批紀代の堀状の遺構が見つかっている。この他に、鯖石川と別山川の合流点付近の角田

遺跡、その対岸の鯖石川左岸の東原町遣跡や上原遺跡、鵜川下流域の琵琶島城跡、別山）11上流域の宮ノ前

逍跡などで発掘調査が行われている。その他の城館迎跡には、蜻石川流域周辺の越後毛利氏、別山川流域

周辺の斎藤氏に関連する山城も多く知られている［嗚洵2002]。そして、鵜JII河口に近い右岸域の柏崎砂

丘上の柏崎町逍跡では15世紀から現代へ至る遺構 ・造物が出土した［柏崎市教委2001b]。

第6図 長嶺前田遺跡と周辺の地形・遺跡
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m 調査

1 調査の概要

1) グリッドの設定

グリッドの設定には平面直角座標系VIII系を用い、10m四方の大グリッドを設定した。グリッドの名称は、

南北方向をX軸、東西方向をY軸とし、座標値の百位と十位の2桁の整数で表した。小グリッドは大グリッ

ドを2m四方の25区画に細分し、ア～ノのカナで表した（第7固）。なお、東日本大震災により座標値に

変動が生じているが、震災前に作成された地形図と整合させるため、農災前の座標を用いている。

2)発掘調査区

長嶺前田遣跡は、県道の改築工事に先立って行った分布調査で発見され、その後の試掘 ・確認調査によ

り本発掘調査が必要な範囲を順次確定していった。最終的に調査対象となったのは、延長約130mで幅約

15mの約2,100面である。調査対象地の現況は水田・畑地 ・宅地 ・市道である。調査は対象地を3地区に

分割して実施した。各調査区は調査順にA地区、 B地区、 C地区とした。A地区の上思は、 Al地区とA2

地区に分けて調査を行った。

2 甚本土層

基本層序はA地区の北東側と南東側の壁面、B地区中央部の北側壁面で確認した。

長嶺前田遺跡で確認した基本層序は、 0層からXII層に大別した。I層を現況の表土層等とし、この上

位の盛土や樅乱を 0層とした。

0層：道路の盛土、 B地区を畑地化した際の盛土。

I層 ：水田耕作土の黄灰色 (2.5Y5/l)粘土である I-1恩と、水田床土で褐灰色 (lOYR6/l)粘土の

I -2層に分ける。I-2思の下

半は酸化した部分が多い。

II層：ほ場整備以前の自然堆積
58 

57 

層。明褐灰色 (7.5YR7/l) 56 

を基本とする粘土層。 55 

54 
皿層 ：古代から中世の包含層。

53 

褐灰色 (lOYR4/l)粘土思で 52 

炭化物を多く含む皿-1層と、 51 

黄灰色 (2.5Y5/2)粘土のm 50 

-2陪に分かれる。

w層：古代と中世の遺構検出面。

灰白色 (2.5Y7/l)や灰黄色

IY=l3. 50 

40 41 42 43 44 45 46 47 48 

≪' 

第7図 長嶺前田遺跡発掘調査区とグリッド
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(2.5Y7/2)の粘土層で、一部でごく少砿の炭化物が混じる。

v陪 ：古墳時代後期①の包含層。褐灰色 (lOYR6/l)を基本とし、炭化物が多く混じる。

VI層：古墳時代後期①の追構検出而。A地区では炭が少量混じる灰黄色(2.5Y6/2)、B地区では灰オリー

ブ色 (7.5Y6/2)を呈する粘土。

V11層 ：古墳時代後期②の包含層。灰黄色 (2.5Y6/2)の砂質シルトで炭化物はほとんど含まない。こ

の下位の落ち込みで古墳時代後期の土器がまとまって出土した。

VIII層：古墳時代後期②の追構面。濁りの混じる青灰色 (5BG6/1)砂質シル ト。古墳時代前期①の遺

構検出面を覆っている。

IX層：古墳時代前期①の追構検出面。緑灰色 (10G5/1)砂質シルト層、微小な炭化物と植物遺体が

滉じる灰色 (5Y5/l)粘土同、緑灰色 (10G5/l)粘土層がある。

X層 ：古墳時代前期②の追物包含層。炭化物が混じる褐灰色 (lOYR5/l)粘土が主体である。

XI府古墳時代前期②の追構検出面。緑灰色 (7.5GY6/l)や明オリーブ灰色 (2.5GY7/l)粘土である。

3 各時代の概要

古代・中世 当期の包含層であるIll層、遺構検出面であるW層はA地区北西部で確認でき、その他の範

囲では以前のほ場整備により削平され消失している。A地区の北西側では、腐植土層の分布域へ向かって

徐々に高度を下げていく。このことから、古代から中世において、東側の丘陵尾根からの緩斜面を含む微

高地の縁辺にあたり、西側は湿地帯に面していたことが想定される。なお、B地区では近世遺物を伴う井

戸を検出しており、上位に近世の辿構面や包含層があったと想定できる。

古墳時代後期 古墳時代後期の遺構面は2面を確認した。古墳時代後期①とした上位の層はA地区で確

認したVI恩が確認面である。C地区からB地区へ続き、B地区の中央部で標高が下がるとともに堆積が薄

くなり、 B地区東部では面として確認できなくなった。追構はビット、土坑、竪穴状遺構等があり、出土

逍物は土師器、黒色土器、須恵器がある。

古墳時代後期②とした下位の陪はvm層を確認面とした。A地区では包含層となるVlf膀中にほとんど炭化

物が含まれず、包含層と認識できず双陪まで掘り下げる際に追物がまとまって出土した。調査区壁の断面

でわずかに色調が異なる面が確認でき、ここで幅1.5m、深さ0.4mの落ち込みを確認できた。一括遺物は

この落ち込みに連なるように列状にまとまっており、溝状の落ち込みがあったと考えられる。B地区とC

地区ではvm層は確認できなかった。

古墳時代前期 古墳時代前期の遺構面も2面を確認した。古墳時代前期①とした上位の阿はA地区とC地

区で確認した。追構確認面はIX層である。IX居を覆う VlII熟は古墳時代後期辿構確認而でもあるが、追物は

出土しなかった。IX層では2基の溝を確認した。古墳時代前期②とした下位の界はX層が逍物包含層、XI

層が逍構確認面である。X層の堆積は全地区において最大でも10cm程度と簿い。XI層の頂部標嵩は、A

地区で15.0m、B地区で15.1mであり、東に向かって高くなる。姐物はB地区西側で特に多く出土した。
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w 遺 構

1 遺構の概要

N層遺構検出面 古墳時代後期と古代以降の追構を検出した。追構検出面は異なるものであるが、古代以

降の検出面の大部分は削平されており、同一面で検出することとなった。古代以降の追構の覆土は黒褐色

粘土が主体となり、古墳時代後期の遺構では灰褐色粘土が基本となる。古墳時代後期の遺構には、土坑や

竪穴状追構があり、遺物を含むものが多い。古代の逍構は溝が主であり、A地区北西部で複数検出したが、

出土遺物は少ない。中世以降のものには、井戸や自然流路があり、 B地区を中心に分布する。

v.m層遺構検出面 2筋の流路を検出 した。 1筋はA地区南東端から東へ伸び、もう 1筋は同じ<A地区南

東端から南南西へ向かうものである。後者はB地区の西側へ続いている。この面では他に遺構は検出され

なかった。

況層遺構検出面 土ザ‘几、溝、ヒット、土器集中区がある。土坑はA地区からB地区にかけて点在している。

大型で浅いものが多い。溝は、弧を描くものがB地区の西部から中央部にある。ピットは主にB地区中央

部に点在する。土器集中区はB地区の中央部に2カ所を確認した。

2 遺構各説

N層検出遺構

古代以降

井戸

B-SE2 52-50シに位置する。東側にビットや小型の土坑が点在するが関係は不明である。覆土上部で肥

前陶器 (17)が出土した。 半歓後、断面図を作成する前に覆土が崩落したため、記録は写真だけである。

狡土は上位が褐灰色粘土で、下位は灰褐色粘土に微小な炭化物が少塁混じる。底部付近では追物は出土し

なかった。井戸側や水溜などの施設は設けられていない素掘りのものである。

B-SE205 52-54-ナに位置する。B-SD201の底面で、しまりが弱い黒褐色粘土で埋まる円形の落ち込みを

確認した。ここから遺物がまとまって出土したため、井戸の底部と判断した。このため、上部の形態や規

模は確認できない。追構検出面から底部までの深さは1.7mである。出土遣物は珠洲が多い。

B-SE207 52-54-シに位置する。B-SE205同様に検出面では確認できず、 B-SD201の底面で落ち込みを確

認したものである。落ち込み内から珠洲が出土した。

溝

A-S067 • A-S075 • A -S087 • A-S0101 • A-S0109 • A-S0130 • A-S0156（図版14) A地区北東部で

調査区を横断する溝群である。調査区東壁で、皿阿の下位に掘られていることを確認した。覆土は1Il層に

似る灰褐色粘土が主体である。うち5基は北東方向を向くが、主軸は揃わない。断面形態はほぼ弧状で、

底面に細かい凹凸がある。

B-S0201（図版10) B地区西部で北北西から南南東へ向かい、調査区外に続いている。自然流路とみら
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れる。確認できた幅は1.0~ 1.3m、深さは0.9m前後である。断面はおおむねU字形であるが、壁面から

底面に大小の凹凸が多い。覆土は、上層の大部分は褐灰色粘土で、中位は暗褐色粘土阿で、底部付近は礫

を多く含む。主に中世から近世の追物が出土した。

土坑

古代以降であると確認できる土坑は少ない。出土造物により当期と判断した土坑はB-SK208とB-SK214

である。いずれもB地区東部にある。B-SK208はB-SD213と切り合いを持つ中型の浅い土坑である。

B-SD213との前後関係は確認できない。須恵器甕の体部破片が出土した。

B-SK214（図版9) 長軸2.7m、短軸l.0mの楕円形で、深さl.0m。覆土は、灰色や黒褐色の粘土、ブロッ

ク状の粘土滉じりの粗砂からなる。須恵器無台杯の口縁部破片が出土した。

A-SK158（図版14) 調査区西壁沿いに検出し、調査区外に続いている。平面形はおおむね方形になると

見られる。長軸は6.0m、短軸は検出範囲で2.4mである。深度は0.1 m程度と浅く底部は細かい凹凸が広

がる。覆土は黄灰色粘土が主体で、細かい窪みににぶい黄色粘土が入る。

古墳時代後期

竪穴状遺構 （図版12)

A地区南東側壁面沿いでA-SK3とA-SK4を検出した。壁面沿いの用水路下は調査できず、全形を確認

することはできなかった。両者は切りあいがあり、A-SK4が新しい。A-SK4は、楕円形の約半分を確認した。

外縁にテラス状の平坦面が巡り、その内側は一段低くなる。覆土中から黒色土器杯、土器釜が出土した。

A-SK3の平面形は不整形で、壁面は垂直に近く立ち上がり、底面はほぽ平坦である。 中央付近の底面で土

器片がまとまって出土した。出土遺物はA-SK4と同様で、黒色土器杯、土器釜がある。両迫構とも内部

にピットがあるが、これらは上面から掘りこまれたものである。

土坑

大型のものはA-SK30があり 、その他に径lm以下の中型の土坑がある。遺物が出土したものは少ない。

当期の土坑の覆土は黄灰色や灰色の粘土が主体である。

A-SK30（図版9) 直径1.8mの円形、深さ1.2mである。覆土は下位の地山層に似る緑灰色粘土で、炭化

物が少屈混じる。土師器が出土したが、下位の陪の迫物と接合関係にあるものが多い。

B-SK209（図版9) B-SD213の上位に掘られる。断面U字形で、底部中央はわずかにくぼんでいる。覆

土は4府に分かれ、おおむね水平に堆栢する。1層と2居の境から板状の鉄製品 (428)が出土した。

ピット ・柱穴 （図版12)

ピッ ト・ 柱穴はA地区南部、 B地区中央やや西寄りの2カ所に分布のまとまりがある。A地区のビッ ト

には、柱根を残すものが8基ある。掘方は柱根よりやや広い程度のものが多い。A-SP121とA-SP123の柱

根は掘方よりも深くまで埋まっているが、打込んだものか沈下したものかは判断できなかった。

土坑状遺構

A-SX1（図版13) A地区南西部から北西へ伸びる大型で浅い落ち込みである。確認面からの深さは約0.2

mで、底面は概ね平坦である。覆土は微小な炭化物を含む灰黄褐色粘土が主で、覆土内から多くの土器が

出土した。土器は釜等があるが、細片ばかりである。

B-SX215（図版11) B地区中央東寄りにある大型の落ち込みで、調査区南壁の外へ続く。平面は、長楕

円形に近い形状で、長軸6.9m、短軸5.4mとなる。確認面からの深さは最大で1.lmで、断面形はほぼ弧
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状となるが、底面は凹凸が多い。覆土の上半は灰色粘土が主体で、褐色や青灰色の砂が混じる。下半は炭

化物が混じる青灰色や灰オリープ色の砂が主になる層と、腐植物が主体の黒褐色／円が交互に堆積する。最

下層付近では径1cm程度の礫がまとまる処もある。出土逍物は、細片となった土器が少最である。

溝

B-S0202（固版10) B地区西側の東西方向の溝である。断面形は弧状で、幅1.4m前後、深さは0.2mから0.4

mである。覆土の上層は砂混じりの灰色粘土で、下層は灰色や廃オリープ色の粘土に小礫が多く混じる。

東端はB-SD201、西端はB-SX215で途切れる。底面は西へ向かって低くなる。遺物は古墳時代の土器が出

土した。

V1[層検出遺構

V1[層土器集中区 （第9図）

上愚の逍構を完掘後、中阿追構面への掘り下げ中に古墳時代後期の追物がまとまって出土した。周囲の

土はわずかに炭化物が混じる灰黄褐色粘土で、遺構の掘り込みを面的に把握することができなかった。遺

物の分布はVlil層で検出したA-SD301の掘方にほぼ一致しており、これが埋没する過程の窪みにたまった

ものとみられる。辿物はほぼ同一レベルから出土している。器種は黒色土器杯と土器釜が主体で、杯には

逍存状況が良好なものがある。

□ 5口 73] 戸口18IP
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珊層検出遺構

溝2基を検出した。両者は切りあい閉係があり、 A-SD302が新しいことを調査区壁面で確認した。

A-S0301 （図版16・ 17) A地区を東西に横断する。検出面での幅は1.4mから 1.9mで、深さ0.6m前後、

断面はU字形に近い。底面の標高は東西でほぽ同じで、明確な傾斜は認められない。覆土はオリーブ灰色

シルトが主体で、中位には砂が混じり、下位で裸が滉じる。また、中位を中心に木片等が少量混じる。溝

の底部付近で古墳時代前期の土師器が出土したが、 X層包含居から出土したものと接合するものがあり、

下位思を掘りこんだ際の混入品が多いとみられる。

A-SD302（図版16・ 17) A地区からC地区にかけてほぽ南北方向を通る。A地区では北側調査区壁から

南南西へ向かい、南側調査区壁に至る。C地区では北側調査区壁からほぽ真南へ向かって南側調査区壁の

外へ続いている。検出面での幅は1.7mから2.1mで、深さは0.5m前後である。断面形は、壁面が緩やか

に立ち上がる弧状である。毅土は、 上層はオリーブ灰色シルトが主体で、下位は暗褐色や褐灰色の粘土が

混じる暗オリープ灰色シルトが主体である。また、炭化物や腐植物が多く混じる。古墳時代前期の土器が

出土しているが、多くは小片である。

刃層検出遺構

土坑

A-SK401 （図版25) A地区の南側調査区壁沿いに位置し、調査区外に続いている。全形は楕円形になる

と想定する。西側はA-SK408に切られる。確認できた規模は、長軸4.7m、短軸1.8mである。覆土は、炭

化物と黒色粘土粒が滉じる灰色粘土である。覆土の上位から土器片が出土したが、細片のものが多い。

A-SK402（図版25) 不整形の浅い土坑で、西側はA-SK403に切られる。覆土中から出土した土器は、

A-SD301から出土したものとも接合する。

A-SK403（屈版25) 平面不整形で、底部や壁面に凹凸が多い。毅土は灰色粘土が主体で、上位に炭化物、

下位に黒色粘土粒を多く含む。倒木痕とみられる。

B-SK138（図版26) B地区中央の南側調査区壁沿いに位骰し、南側に広がる。西側上面をB-SD137が切

るため、逍構の全形は不明であるが、おおむね円形になると想定する。確認できた範囲は、東西2.lm、

南北2.0mである。確認面からの深さは最大で0.3mで、底面は凹凸がある。覆土に炭化物が混じるが少な

い。毅土中から多くの土器が出土したが、細片が多い。

B-SK172（囮版27) B地区西側に位罹する。東西3.1m、南北2.7mのおおむね方形の土坑である。底面は、

壁面沿いに平坦部が巡り、中央は一段深く掘りこまれる。覆土は、地山熟とほとんど変わらない緑灰色粘

土が主体で、これに腐植物や炭化物が少最混じる。土器の出土輩は少なく、いずれも小片である。

B-SK131 （図版29) B地区のほぼ中央に位罹する。調査区を東西に分けた際にこの追構のほぽ中央部が

ぉ唸界となり、全体を合わせて調査することができなかった。北側の調査区壁の外に広がる。確認できた長

軸は5.4m、短軸は2.0mで南北に長い方形となり、短軸の断面形は弧状である。毅土は炭化物を含む灰色

粘土で、一部に砂粒が混じる。覆土中から多くの土器が出土したが、辿存状況は悪く、完形品は少ない。

追構のほぼ全面に分布し、床面から5cm程度浮いた位置で出土した。

溝

B-$D137（図版26) B地区中央南寄り に位置し、南側調査区壁より北東へ伸びる。B-SK138の上面を掘
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りこむ。最大幅l.Om、長さ3.8mを確認した。断面は弧状で、深さは最大で0.3mである。覆土は灰色粘

土が主体で、下位に炭化物がやや多く混じる。覆土中から土器が出土したが、細片ばかりである。

B-S0167（図版27) B地区西側に位置する。南側調査区壁から弧状に延びる。幅0.6m前後、確認できた

深さはO.lm以下で、弧の半径は約3.6mになる。この溝に囲まれた範囲で、溝に伴うとみられる遣構は確

認できなかった。覆土から器台の受部の破片2点が出土した。

B-S0114（図版28) B地区中央北側に位置する弧状に伸びる溝で、調査区外に続いている。溝の幅は

0.8m前後で、深さは0.lm以下と浅い。覆土ぱ黄灰色粘土が主体で、炭化物がやや多く混じる。溝の上面

で多くの土器と炭化した木

材が出土した。溝に囲まれ

た平坦部は東西の幅が4.3m

で、隅丸方形に近い形状であ

る。この平坦部には炭化物と

焼土が散乱し、この上面から

も土器が多く出土しており、

B-SX104として取り上げた。

ほとんどは細片である。ま

この平坦部でピットを3た、

基検出したが、溝に伴う建物

を構成したかは確認できな

かった。
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第10図 B-SX118炭化材出土状況
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第11図 B-SX118遺物出土状況

-20 -



B-SD116（図版28)B地区中央北側

に位附する。幅0.8m前後、延長5.7

mで緩やかな弧を描く 。深さは0.1

m前後である。覆土は炭化物と砂

が混じる褐灰色シルトである。覆土

中からは土器の小破片が少醤出土

しただけだが、北側調査区壁付近

の迎構上面では結合器台、鉢、壷

がまとまって出土した。

⑳尺み[4
三 27ヽ ＼

口
土器集中区

B地区西側の包含層を掘削時に

大最の遺物がまとまって出土した。

当初は竪穴住居の覆土ではないか

と考えたが、掘方は確認できなかっ

た。遺物の集中区は 2か所に分け

ることができ、東側をB-SX118、西

側をB-SX119とした。

B-SX118（固版30) 地山面は南へ向かって緩やかに下り、炭化物が混じる灰黄褐色や黄灰色を主体とし

た粘土が堆積する。造物は地山面から10cm前後上までに分布する。地山面付近での土器の分布は東西6.6

゜
（遺楕 .I :60) 

• 三こ269300
．＼」／／

~ 299 
2m 0（遺物 I:10) 15叩
1 " " A 1 | |'  

第12図 B-SX119遺物出土状況

m、南北1.8mに密集し、その周辺にも破片は散らばる。地山面のほぼ直上に炭化材が分布しているが、

いずれも脆く崩れやすくいもので、形状をとどめて取り上げることはできなかった。遺物の接合関係を確

認すると、大塑品は同一個体が広範囲に分布していること、複数の個体が同一の範囲で混ざって出土して

いることが確認できる。また、特定の器種がまとまって出土する状況は見られない。炭化材とともに出土

しているが、土器が火災などによる二次焼成を受けた様子は見受けられない。

B-SX119（囮版30) B-SX118の北西側で土器がまとま って出土した。 土器がまとまる範囲は東西2.4m、

南北2.9mでB-SX118に比べて狭く、造物益は少ない。そのため、個体ごとの破片が比較的まとまって出

土している。特に、中型や大塑の釜が一カ所でつぶれたような出土状況を示すものがある。器種別では釜

が多く、中型の釜は分布範囲の中央付近に多く、小型の釜はその北側で多く出土している。
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v 遺 物

1 逍物の概要

本逍跡で出土した遺物は、土器、陶磁器、鉄製品、石製品、柱根がある。土器、陶磁器は古墳時代前期

から近世初頭までのものがあり、古墳時代前期のものが多い。

2 古代以降の遺物

古代以降の遺物の出土醤は少なく 、包含層から出土したものが多い。B-SD201では、肥前陶磁器、瀬戸

美濃大窯、青磁、珠洲がある。6の陶器甕は内面に格子の当て具痕があり 、17世紀後半に比定される。天

目 (3・ 4)はやや厚手で口縁部のくびれは不明瞭である。青磁碗は鏑連弁文を持つ。珠洲はW期からVI期

のものを確認できる。B-SE205の珠洲I片口鉢はW期、 B-SE207の珠洲甕もW期に比定できる。B-SE2の肥

前陶器皿は内面に胎土且積みの痕が残り、外面はロクロ削りを行う。B-SK214の須恵器有台杯、 B-SP226

の須恵器無台杯はいずれも小泊窯産とみられる。

包含層からは肥前磁器、瀬戸美濃、珠洲、須恵器、土師器が出土した。珠洲はW期からV期が主体とな

る。須恵器は9世紀代の小泊窯産ものが主体である。31の有台杯は8世紀後半頃の所産である。

3 古墳時代後期の遺物

土器、黒色土器、須恵器がある。A-SK3の黒色土器は口縁部が大きく外反し、底部は平底気味のものを

確認できる。土器釜は、体部の膨らみが小さく、頸部から口縁部が緩やかに外反する。A-SK4の黒色土器

の口縁部には、わずかに外反するものと内湾しながら大きく開くものがある。A-SK33の黒色土器杯のロ

縁部は大きく外反し、体部との境に明瞭な段ができる。

包含陪からは当期の須恵器が2点出土した。58の聰は、口縁端部に内傾する面があり、頸部と体部中位

には波状文が巡る。中型甕の59の体部外面は、平行叩き目の上にカキメを巡らす。口縁端部は外側に肥

厚する。石川県小松市ニッ梨束山古窯跡4号窯跡、静岡県衛文坂3号窯等に類似の口縁形態をもつものが

あり、 6世紀後半頃に比定されている。土師器釜の口縁部は、頸部で緩く湾曲して開くものが多い。

Vll層土器集中区では、土器杯と釜、黒色土器の杯と高杯がまとまって出土した。土器杯は丸底で口縁

部が内湾気味に収まる。内外面に横方向の丁寧な磨きを行う。黒色土器は杯6点、高杯1点がある。杯の

口縁形態は一定でなく 、内湾するもの、直線的に開くもの、外反するものがある。66~70の胎土は混入

物が少ないのに対し、65の胎土は海綿骨針とやや大きめの赤色粒子を含んでおり、他のものと遥いが明

瞭である。66・ 67 ・ 70はほぽ全形が残る。高杯は脚柱部だけで、杯部と裾部の形態は不明である。脚柱

部は中実で短脚であり、裾部は大きく開くとみられる。釜で全形を確認できるのは小型の74だけである。

口縁部は緩く外湾し、体部はほとんど膨らまずに底部にかけてすぼまる。底部は安定した平底である。外
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面上半は煤が強く付き、中位以下は赤変や剥離している。内而中位にコゲが付着している。その他の釜は、

頸部の湾曲が緩いものが多く 、77~ 79のように口縁部がわずかに外傾するものもある。80の杯は、一括

遺物とは離れて出土したもので、完形品である。安定した平底から口縁部にかけて内湾して立ち上がる。

4 古墳時代前期の土器

1)器種分類 （第13圏）

当期の土器は出土批が多く 、形態も様々なので、先に器種分類を行う。

高杯 全形を確認できる資料は少ない。杯部の形態と脚部の形態でそれぞれ分類した。

A類 口縁部が内湾気味に立ち上がる東海系の高杯。

B類 口縁部が外反気味に立ち上がるもの。

c類杯部が箱型のもの。
a類 脚部が大きく開くもの。

b類 脚注部の開きは小さく、裾が開くもの。

c類 脚部が内溝気味に下がるもの。

器台 受部の形態で分類した。脚部だけのものは高杯に準ずる。

A類 受部が内湾して立ち上がるもの。

B類 受部が外反して開くもの。

c類 受部が直線的に開くもの。
D類 端部が屈曲して上を向くもの。

E類結合器台。

鉢

A類有段口縁のもの。

B類 小型で口縁端部が短く外反するもの。

c類 口縁部が内湾するもの。
D類 口縁部が外反するもの。

E類有孔鉢。

x類上記以外のもの。

壷

A類 有段口縁の頸部が短いもの。

B類 有段口縁で頸部が長いもの。

c類 直立する頸部に大きく外反する口縁部が付く畿内系二重D縁壷。

D類 口縁部が外反するもの。
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釜

A類有段口縁のもの。

Al類 口縁部が長いもの。

A2類 口縁部が短いもの。

A3類 有段部がわずかな膨らみとして残るもの。

B類 口縁端部が上に摘み上げられ、受け口状となるもの。

Bl類 内湾気味に口縁端部が上を向くもの。

B2類 口縁部内面になでを行うことで端部が上に膨らむもの。端部外面は面取りされる。

c類 口縁端部に面取りを行うもの。以下に細分する。
Cl類 lコ縁端部が上下に拡張するもの。

C2類 Cl類以外のもの。

D類 口縁端部が丸、もしくはとがり気味のもの。以下に細分する。

Dl類 口縁部の長さが通常のもの。

D2類 口縁部が長いもの。

2)各説

A-S0302（図版35-84) 高杯脚部のb類である。胎土は粗く、厚手で粗製である。溝の底面付近から出

土した。当遺構からは他にも古墳時代の土器が出土したが、いずれも細片である。

A-S0301（図版35-85~ 99) 85は器台脚部a類で、三方に透孔を持つ。内外面にハケメが残り、調整は

やや雑である。86~98は口縁部が残る釜である。全形を把握できるものはない。Dl類が主体である。B

類やC2類の口縁端部を面取りするものもあるが、やや丸みを帯びている。

A-SK402（図版35-100~ 103) 100は高杯a類で四方に透孔を持つ。橙色で、外面に磨きを行うが、ハケ

メが残る。釜はBl類とCl類がある。103は口縁部から体部下位までを確認でき、体部中位に煤が強く付く。

当遺構から出土したものは、包含層やA-SD301から出土したものと接合するものが多い。

A-SK401（図版36-104・105) 壷は広口の直口壷である。Bl類の釜の胎土は砂質で、外面に薄く煤が付く。

B-SX128（図版36-106~ 120) 高杯の脚部はa類で四方に透孔を持つ。B-SX118とB-SK131から出土した

ものと接合する。B類の鉢2点の形態は似ているが、胎土や焼成、色調が異なる。釜はBl類、B2類、C2類、

Dl類があり 、多くは端部が丸みを帯びる。また、釜は全体的に似た胎土を用いるものが多く、 明確に異

なるのは小破片の111だけである。

B-SK131（因版37-121～図版38-145) 辿構の床面よりやや浮いた位置から多くの辿物が出土した。嵩杯

の122~ 124は赤彩を行う。122は大型のA類で、横方向のミガキと赤彩を行う。器台はいずれも赤色粒

子を多く含む胎土で、橙色を呈する。 126は5ないし6方向に透孔を持つ。129は小型の壷A類で、口縁部

下端にわずかに段を有する。強く被熱したようで、内面の劣化が著しい。135は大製の鉢A類で、外反す

る口縁部下端に段を有する。大裂釜の136は、外面体部中位の広い範囲に煤が強く付く。釜A2の140は、

焼成が良好で、胎土も他と異なり緻密である。

B-S0167（図版38-146・ 147) 器台の受部が2点で、B類と D類である。146は受部全周が残る。いずれ

も焼成は良好である。当遺構やその周辺から脚部は出土しなかった。

B-SP204（図版38-148) 器台の脚部のa類である。焼成はやや軟質で、うすい橙色を呈する。
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B-SD116上面一括 （図版38-150~ 153) B-SD116の上面周辺でまとまって出土した土器群である。比較

的追存状況が良好なものである。150は器台F類である。口縁部は大きく開き、隅丸逆三角形の透孔を六

方に持つ。脚部に透孔は設けない。口縁部内外面、脚部外面に赤彩をする。151は小型の短頸壷、 152は

有段口縁の小型壷A類である。151はイ本部上半に横方向のヘラミガキ、下半にハケ調整を行う。外面は比

熱により橙色に変色し、下半には煤が付く。 152は内外面を丁寧に磨いている。イ本部外面の中位から下位

に煤が付き、内面にはコゲが残る。153は大製の壷である。

B-SX104（図版39-154~ 163) B-SD114に囲まれた範囲で出土したものである。小破片が多く 、岡化で

きたものは少ない。器台はB類が2点である。154の受部はほぼ水平に開き、端部がわずかに上を向く。

155は口径に比して器高が低い。156は長頸壷である。器表面は剥離しているが、元来から器壁がごく薄

いものであったとみられる。157~ 159は鉢E類である。159の体部は破片が多くあるが、接合は確認で

きなかった。釜はBl類、B2類、D2類がある。

B-SX104上位一括 （図版39-165~ 167) B-SX104の上位でも多くの土器が出土したが、細片が多く 、図

化しえたのは3点である。165は器台B類で、脚裾部以外はほぼ完全に残る。166は高杯か器台脚部a類の

裾部で、六方に透孔を持つ。167は釜C1類である。

B-SD114（固版39-168~ 171) 168は注口部で、鉢か壷に付くものと思われる。体部破片も多く出土 し

ているが、器壁が薄いうえに摩耗が著しいため接合を確認できず、全体の形は不明である。釜はC2類と

Dl類である。171は壷D類で、全形を確認できた。最大径はイ本部中位にあり、平底の底部は大きい。口縁

部は大きく外湾し、端部に面取りをする。器壁は5~7mmと薄いものである。

B-SD202（図版39-172・ 173) 172は釜底部、173は鉢B類である。

B-SK52（図版39-174) 釜Dl類である。内面が黒化している。

B-SX132（図版40-175~188) 175は鉢B類で、ほぼ全形が残り、底部外面に煤が付く。177は鉢E類で、

器高が低い小型品である。壷は底部しか確認できなかった。釜はB2類とC2類が多い。181は器面の残り

が良く 、被熱の痕跡は見られない。186は外面に煤が強く付く。187と188は同一個休とみられる。体部破

片も多く出土しているが、接合を確認できなかった。

B-SP231（図版40-189・ 190) 釜Al類が2点である。 189は頸部の段が浅いが、内面にも段が残る。lコ縁

部外面に薄くハケメが残る。煤が強く付く。190は頸部の段がやや深く 、端部は尖り気味である。

B-SD137（図版40-191) 釜C2類の口縁部の小片である。被熱の痕跡はみられない。

B-SK138（図版40-192~ 196) 192は東海系の壷の口縁部とみられる。端部は肥厚し、断面形は三角とな

る。外面に矢羽状の文様が付く 。石がやや多く粗い灰白色の胎土で、他の土器とは異なる特徴であり、搬

入品と思われる。193は鉢E類の底部で、厚手である。194~ 196は釜で、B2類の196は頸部が強く屈曲し、

端部は鋭くとがり気味に上方を向く 。

B-SX118（図版41-197～図版44-255) 器台は7点あり、うち3点は全形を確認できる。197~ 199はA

類である。197は、受部は横方向、脚部外面は縦方向に丁寧なヘラミガキを行う。198は赤彩をおこなう。

受部だけが残る200はB類である。201は原手の粗製である。202は裾部の一部を欠損する。壷は多く出土

している。口縁部はA類からD類まで確認できる。204は畿内系の二重口縁壷で、内外面に赤彩を行い、

口縁端部は面取りされ上に摘み上げられる。208は口縁部外面に円盤状の粘土を 2個一組で四方に付けら

れる。209は長い口縁部の下端に浅い段を有する。210は唯一全形を確認できた。外面はハケメの後にヘ

ラケズリを行っている。内面は幅広のハケメを横方向に施す。口縁部は緩く外反し、端部は丸く肥厚する。
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212の口縁部は外面に明瞭な段を有するが、内面の段は不明瞭である。壺の底部は厚く 、大きな平底のも

のが多い。224と225は内面にコゲが付焙する。壺は、胎土や焼成を見ると、類似したものが多い。すなはち、

205 ~ 209、221、212、220は同様の胎土や焼成であり 、同様の体部破片が多いため、接合関係を把握す

ることが困難であった。形態により胎土などが異なる状況は確認できない。鉢は大型のA類、小型のB類、

中型のE類がある。B類の227はほぼ完形である。E類の229は口縁部の3分の2を欠く 。外面に煤が薄く

付く。228は大型のA類で、体部外面をヘラケズリし、口縁部は内外面にヘラミガキを行う。焼成は良好

である。被熱や摩耗は見られない。釜は多く出土したが、 全形を確認できたものは230と231の小型釜2

点だけである。いずれもBl類である。230は器壁が薄く 、被熱の痕跡や内面の汚れやコゲは見られない。

231は内面に黒色の汚れがある。その他の釜はA類以外の全てを確懃できるが、残存状況の良いものには

C 1類が多い。

B-SX118上位出土遺物（固版44-256~ 267) B-SX118上部の堆和土中から出土したものの一部である。256

は高杯の杯部とみられる。257の壷頸部の外面はハケ調整を行う。釜ではAl類を2点確認したが、いずれ

も被熱の痕跡は見られない。262はB2類で、口縁部は水平に引き出され、口縁端部内面を強く横ナデする。

B-SX119（回版45-268～因版48-318) 高杯はA類の口縁部である。橙色が基本だが、外面は比熱で褐色

に変色している。器台はA類が2点で、器嵩が高いものと低いものがある。壷はA類だが、口縁部の有段

部はわずかな膨らみとなって残るものである。272は口縁部に被熱痕がある。D類の274の胎土は砂粒を

多く含む。281はイ本部がほぽ完形で残り、正位でつぶれた状態で出土した （第14図）。 外面はハケメ調整

で、内面には輪和み痕が明瞭に残る。外面体部下半に煤が強く付く。280は、有段口縁の鉢A類でほぽ全

体が残る。底部に煤が付く 。外面はハケメ調整である。釜は残存状況が良いものが多い。A類は小型(282

~ 284)と大型 (309)のものがある。282はほぽ完形である。口縁部がやや長く 、段は浅い。283は短い

口縁部の下端がわずかに膨らむ。内面にコゲが付く 。284は口縁部上位と下位に横ナデがされ、中位が膨

らむ。282~ 284は、いずれも外面に強く煤が付く。309は口径が30cm前後となる大型品である。外面に

強く煤が付く 。胎土は砂質で粗く、他のものと様相が異なる。中型の釜の口縁部形態は様々であるが、残

存状況が良好なものにはB類とCl類が多く見られる。295はイ本部下半を欠くが、上位はほぼ完存する。ロ

縁部は大きく内湾して受け口状となり、端部は強い横ナデにより上に尖るもので、他のB2類とは様相が

異なる。また、他のものと比べて焼成が良好である。口縁部から体部下半までの形を確認できるものでは、

体部の最大径はイ本部中位よりやや上にある。外面の煤は1本部中位よりやや上に付き、内面にコゲは見られ

ない。底部は平底のものが多く 、丸底のものは小型では282、中型では299で確認できる。イ本部の調整は、

外面は縦か斜めのハケメ、内面は横方向のハケメかヘラナデである。

包含層出土遺物 （固版49-319～図版52-427)

高杯 出土砿は少ない。319はーカ所からまとまって出土した。杯部と脚部の

接合部は欠損している。杯部は口縁部がわずかに外反し、脚部は脚柱部が開

き気味で、裾は大きく開く。

器台 受部ではC類とD類を確認できる。322は、 受部に丁寧に磨きを行って

おり、焼成が良好である。

壷 口縁部破片を中心に図化した。D類が多い。331は広口長頸壷である。

335は口縁部が内湾気味に立ち上がる。338は口縁部下端が突出し、内外面を

赤彩する。339は内湾して大きく開き、端部を面取りする。
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鉢 B類に小型と中型のものがある。350はやや大型のA類である。347は口縁部を外側に折り返して肥

厚させ、イ本部外面にハケメを施す。

土製品 351は小型の杯状で、底部4か所に径2mmほどの孔をあける。胎土は砂質で粗く、焼成はやや軟

質である。

釜 Dl類が多く 、特に小型のものはほほDl類が大半を占める。 A2類を2点としたが、同一個体の可能

性がある。415は口縁端部を内側に巻き込んで収めている。Cl・C2類はやや少ない。底部は径が小さい

平底のものが多いが、安定した平底の425、丸底の426もある。

5 その他の遺物

金属製品 (428) 鉄製品が1点である。B-SK209の中位から出土した。錯により詳細は不明であるが、幅

3cm前後、長さ22.2cm、折損部で見える厚さは2mm前後の板状である。用途は不明である。

石製品 (429・ 430) 砥石が2点である。 429は断面長方形の板状、430は断面正方形に近い棒状である。

いずれも途中で折損している。石材はいずれも凝灰岩である。

木製品 (431~ 440)柱根が10点である。431~ 433はA-SP126からまとまって出土したものの、接合で

きないものである。木取りはみかん割りが多い。断面形は不正台形などである。底面は平坦、もしくは斜

めに切られる。
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VI 総括

1 古墳時代後期

古墳時代後期の遺物は、 VI層の遺構やその包含愚のV層から出土したものと、 VlI層の溝状の落ち込みか

らまとまって出土したものがある。V層やVI層の造構から出土したものは、細片となったものが多く 、全

体の器形をうかがい知れるものは少ない。これに対し、VJI層からまとまって出土したものには、杯を中心

に遺存状況が良好なものが複数含まれていた。これは、廃棄に至る経緯が異なっていたことが影響してい

ると考えられる。ここでは、これらの土器群の時期的な位置付けについて検討する。

VII層からまとまって出土した土器群は、杯、高杯、釜からなる。杯は、口縁部が内湾して黒色処理を

行わないものが1点、口縁部が外反して黒色処理を行うものが6点である。高杯は脚柱部の破片が1点で、

黒色処理を行っている。釜は、小型、中型、大型に分けられ、中型のものが多い。中型の79の口縁部は、

頸部で緩く湾曲して開きが小さい。体部の張りは弱く、長胴傾向である。その他の釜の口縁部は、やや大

きく外反するものもあるが、頸部は緩やかに湾曲するものが占める。

v層から出土したものもほぽ同様で、杯はほとんどが黒色処理を行い、釜の口縁部は緩やかに湾曲する

ものである。

西山町地域でこれらの土器群と時期的に近いものとして、高塩B遺跡と畠田遺跡から出土したものがあ

る。高塩B遺跡は海岸部の砂丘上に立地する逍跡で、昭和48年の発掘調査で出土したものと、昭和52年

に宇佐美篤美氏が採集した資料がある。追構一括資料ではないが、時期的にある程度まとまったものとみ

られる。畠田遺跡は、別山｝1|左岸の沖積地に立地する追跡で、平成10年に発掘調査を行った。III地区SI-1

でまとまって土器が出土した。

高塩B遺跡の当期の土器には、杯、高杯、釜、壷がある。杯は口縁部の外反が長いものが多い。黒色処

理を行うものが多い。釜の胴部のふくらみは弱く、長胴化したものが多い。口縁部も緩く外反するものが

多い。これに対して、畠田辿跡III地区SI-1出土の杯は、外反する口縁部はやや短く 、黒色処理をしないも

のの方が多い。釜は、口縁部の屈曲は弱いが、胴部の張りが強い点が嵩塩B遺跡のものと異なる。須恵器

には蓋杯、高杯、甕がある。蓋杯は口縁部の立ち上がりが高く、端部内面に面取りが残る。底部外面にヘ

ラ起こし痕が残り、調整が粗略化されている。MT15型式に比定できる。当逍構出土の土器群は、黒色土

器の比率が低いこと、釜の長胴化が進んでいないことから、高塩B造跡に先行するとみられる。長嶺前田

迫跡で出土した土器群をこれらと比較すると、高塩B遺跡出土のものに近く、 6世紀中頃～後半のものと

考える。

当追跡では、包含層から古墳時代後期の須恵器の聡と甕も出土した。聡の口縁部は内湾して立ち上がり、

端部に内傾する面を持つ。頸部は短く、幅の広い波状文を施している。体部は、球形に近く、イ本部中位に

波状文と沈線が巡る。陶邑編年（田辺1981)では、 TIく47型式で聡の口頸部の長大化が始まるとされる。

体部は、 TK23型式以降に肩部が「く」字状に張るようになるが、地方窯ではTK47型式並行期でも体部

が丸いものを作るとされる。当遺跡出土の聡の生産地は明らかにできていないが、 TK47型式に近いころ
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のものと想定する。甕は、口縁部の形状はニツ梨東山古窯跡4号窯跡町次床覆土出土のものに類似したも

のがある。体部内面の同心円文をナテ消すものは、同1号窯跡I次床出土のものに同様のものがある。こ

れら窯跡はTKlO型式からTK43型式に比定されている。西山町地域の古墳時代後期の遺跡では須恵器が

出土することが多いが、長嶺前田辿跡の須恵器もこれらとほぽ同様の時期に位置付けられ、当期に須恵器

が安定的にもたらされていたことが考えられる。

2 古墳時代前期

1)土器

古墳時代前期の土器の各器種と形態別の出土凪を簡単に確認する。

高杯は出土批が少なく 、特に杯部は2点しか確認できなかった。杯底部に稜を有する東海系のものであ

る。脚部では「ハ」の字状に開くものが多く、畿内系の屈折脚は見られない。小型器台は、受部が内湾す

るA類が最も多く、他の形態も一定羅存在する。結合器台 (E類）は1点で、受部は無段である。鉢は、

小型で短頸のB類が多く、有段口縁のA類も定醤見られる。また、有孔鉢の底部を多く確認できる。壷は、

外反口縁の広口壷であるD類が最も多く、北陸系の有段口縁壷は退化したものも含めたA類とB類も定量

見られる。口縁部の開きは大きいものが多い。畿内系の二重口縁壷は少ない。その他に広口短頸壺や長頸

壷、東海系有段口縁壷等、それぞれの個体数は少ないが様々な形態のものも見られる。

釜は全体の中で最も出土愚が多く 、図版に掲載したものでは全体の約60％を占める。主体となるのは

口縁端部が丸いD類である。口縁部の長さや、屈曲の度合いなど個体差は大きい。Al類は弥生時代後期

から続く形態であるが、口縁部に擬凹線は無く 、有段部の膨らみが小さい形骸化が進んだものである。

A2類の有段部はAl類に比べると明瞭である。A3類は有段部が完全に形骸化したものと捉えられる。釜

全体の5％程度と少ない。 B類は、付加状口縁や受け口状口縁との関連も想定される。口縁端部の摘み上

げは小さいものが多い。C類の出土最はB類とほぼ同様である。Cl類には付加状口縁のように上下の拡

張がやや大きいものも少ないがある。C2類では、面取りの角が丸味を帯びるものもある。口縁部から体

部への屈曲は、「く」字より「コ」字状のものが多くい。全形を把握できるものは少ないが、イ本部形態がわ

かるものでは、最大径が体部中位より上にある倒卵型のものが多いが、比較的大型のものは球胴に近いも

のが見られる。

以上の特徴をまとめると、弥生時代後期以来の形態のものの退化形態のものが少ないながら残るととも

に、東海系の高杯や小型器台、小型の鉢等が定滸している。釜では口縁端部が丸いものが多数を占めるよ

うになっている。以上のことから、新潟県の古墳土器編年 （新潟県考古学会2005)の7期に位悩づけるこ

とができよう。

2)遺構

周溝状遺構 当造跡では、弧状に巡る溝を3基検出した。そのうち、 B-SD114は、弧状に伸びる溝に囲ま

れた範囲の平坦面のB-SX104の確認面上では、焼土や炭化物が多く見られるとともに多くの土器が出土

した。この平坦面は隅丸方形を呈し、幅は約4.3mを確認した。ここでピット 2基を検出したが、建物の

構成は把握できなかった。出土遺物には、器台、鉢、壷、釜があるが、造存率が低いものが多く、 全形を

うかがい知れるものは少ない。ここでは、建物跡を確認することはできなかったが、B-SD114が建物を囲
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う周溝である可能性がある。周溝を伴う建物は、弥生時代中期から古墳時代前期の北陸地方に多く見られ

るとされる［岡本2003]。また、このような建物は集落内の中核的な施設であるとの指摘もある［継2005]。

B-SD114は土器が大饂に出土した辿構に囲まれている。特に、土器溜まりであるB-SX118とB-SX119は造

存率の高い土器が多最にまとまって出土しており、特殊な状況を呈している。今回の調査では他に住居や

建物を確認することができなかったため、集落の中で周溝を伴う建物がどのような位置付けとなるか不明

である。 しかし、土器溜まりとの配置関係からは、特殊な性格をもった建物である可能性が考えられる。

土器溜まり B-SX118とB-SX119では、まとまった範囲から大嚢の土器が出土した。造物の分布範囲に明

確な掘方は無く、地山面がわずかに低くなった範囲に土器が広がっている状況であった。主要な器種が全

て揃っており、造存率が高いものも多く見られる。釜には煤やコゲ等が見られることから、通常の使用を

行ったものと見られる。B-SX118では壷が多く出土しており、器台もやや多い。壷や釜の中型品や大型品

は、それぞれの個体の破片が広い範囲に散っている。これに対してB-SX119は、釜が大部分を占めており、

ーカ所でつぶれたような出土状況のものが多く見られた。B-SX119には有段口縁の釜があり、 B-SX118に

比べて若千古相を呈するようであるが、他の形態の釜や器種ではそれほど大きな時期差は無いものとみら

れる。

今回は長嶺前田辿跡のごく一部を調査したに過ぎず、住居配置など集落の様相は明らかとならなかった。

しかし、周溝を伴う建物とみられる遺構と、それを囲むように大最の土器が廃棄されている様子は、祭祀

などの特殊な行為が行われたことが想起される。今後、集落の構成が明らかとなるとともに、他追跡の事

例と比較検討することで集落の性格などが明らかとなることが期待される。

3 長嶺前田遺跡発掘調査の成果

これまで別山川上流域の沖積地では左岸側に弥生時代以降の遺跡が集中して見つかってきた中で、初め

て右岸側で発見された集落遣跡が長嶺前田遺跡である。別山｝11が激しく蛇行し、幾度も水害に見舞われた

であろうこの場所に古墳時代以降、様々な時代に繰り返して人々の営みが行われてきたことが今回の発掘

調査で明らかとなった。近年、別111川上流域で古墳時代以降の集落追跡が相次いで見つかっており、その

多くで充実した逍物内容の調査結果が出ている。古墳時代前期には別山川下流域の吉井迫跡群が、古代は

箕輪逍跡周辺を中心とした郡術等により柏崎平野の開発が主郡されていった中で、狭陰な平野部となる別

山川上流域でも多くの追跡が成立を繰り返した。この地域の生産性の高さと、地理的韮要性が認識されて

いた結果とみることができるであろう。
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X
2
1
5
 
52
-§
_?
ーソ

長
径
短
径
深
さ

直
I.
12
 
0
.
 
6
 0
 

(0
.9
0)
 
0
.6
8
 
0
.3
5
 

0.
3
5
 

0
.5
9
 

(1
.2
4)
 
(0
.8
6)
 
1.
7
1
 

写 品
百
＇ 

レ
ン
ス

切
り
合
い

13
SD
20
2→
B
S
K
2
0
9
 

加
1
凶→
勺
匹
I‘
ム
U

o
c
^^^
n
 

B
S
P
2
0
4
→
B
S
K
2
0
3
 

B
S
E
2
0
5→
B
S
D
2
0
J
 

B
S
K
2
0
6→
B
S
D
2
0
2
 

B
S
E
2
0
7→
B
S
D
2
0
l
 

B
S
D
2
0
2→
B
S
K
2
0
9
 

百
土
器
74

土
器
2
6
0
・須
恵
器
l

上
器
10
4

土
器
2
0

上
器
5
士
器
4
8

土
器
l

土
器
2
.
 

掲
載
辿
物

17
2
・
17
3

両
東
西
方
向
の
溝
。
西
が
低
い
。

(1
.
32
) 
0.
45
 

i
L
I
O
)
 
0
.8
6
 
0
.3
4
 
1.
7
7
 

14
8 

1
3
~
1
5
 

16
 
20
 
4
2
8
 

底
部
中
央
が
邸
く
な
る
。

プ
ラ
ン
確
認
で
き
ず
。
B
S
D
2
0
1
の
ド
位
で

底
部
を
検
出
。

B
S
D
2喫
完
掘
し
て
確
認
。

B
S
D
2
0
1
を
完
掘
し
て
確
認
。

B
-
S
K
2
16
 
5
2
-5
3ー
サ
古
代
ヵ
(1
.8
0)
 
(1
.2
0)
 

B
-
S
K
2
 l
 
7
 
5
2
-
5
3
ーサ

B
-
S
K
2
18
 
5
2-
5
2
テ

B
-
S
K
2
19
 
-

B
-
S
K
2
2
0
 
5
2-
5
2
ーチ

0
.6
6
 
0
.6
4
 
0.
47
 

0.
40
 
0
.2
6
 

0
.3
8
 
0
.2
4
 
0.
2
6
 

(2
.8
0)
 
(1
.0
0)
 
0
.9
9
 

(?
._0
02
 

(~
00

) 

〇
.7
8
0
.7
0
 
0
.7
7
 

0
.4
0 
0
.2
7
 

栢
円
戸 斜
位

レ
ン
ズ

B
S
K
2
J
7→
B
S
K
2
1
6
→
 

B
S
D
2
0
2
 

B
S
K
2
1
7
→
B
S
K
2
1
6
→
 

13
SD
20
2 

土
器
13
9
・須
恵
器
］

土
器
10

- 1 8  ，  

不
明
大
型
土
坑

大
部
分
壊
れ
る

1.
0
0
 
(0
.5
6)
 

(0
.8
4)
 
（
直

1.
7
8
 
(0
.6
6)
 

g
.q
o)
 
（O
.6
6)
 

0.
7
2
 
0
.5
4
 

円 円

杓
円

3 8 1  

B
-
S
K
2
2
2
 
--
5
2:
5
2
ーシ

B
-
S
P
2
2
4
 
5
2-
5
2
ー
ス

B
-
S
K
2
2
5
 
5
2-
5
2ー
ス

→
-

-
-

B
-
S
P
2
2
6
 
5
2-
5
2ー
ス

＿
．
マ
ー

ー・
・
9
-

B
-
S
K
2
2
7
 
5
2
-
5
2ー
ク

B
-
S
K
2
2
9
 
5
2-
5
2ー
キ

(0
.6
8)
 
(0
.
58
) 
0
.2
8
 
不
整
形

B
-
S
P
2
3
1
 
5
2
-
5
2ー
イ

0
.2
6
 
0
.2
0
 
0
.3
2
 

C
さ
k
l
5
2
-
4
7
-
J
 

l.
3
4
 
(1
.
0
0)
 
0.
23
 
不
照
形
岸
倍

C
-
S
K
2
 
5
2
-
4
7ー
テ

(0
.5
4)
 
0.
42
 
0.
84
 
栢
円
単
附

C
.-
S
P
3
 
5
2
-
4
 7ー
ト
_
．
 o
.5
8
 
0
2
8
 
0
.2
3
 
楕
円
単
柑

C
-
S
K
4
 
5
2-
4
8-
t
 

0
.6
8
 
0.
'1
8 
0.
2
7
 
楕
円
単
附

C
-
S
P
5
 
5
2
-
4
7
ーソ

0
.1
8 
0
.1
6
 
0
.0
7
 
円
単
附

C
-
S
P
9
 
5
2
-,
18
ーナ

0
.2
2
 
0
.2
0
 
0.
20
 
円
単
界

豆
§
匹
5_
!.
-4
8-ニ
_

o.
16
 
0
.1
2 
0
.1
7
 
-
＿
円
疇

C
-
S
P
l
 l
 
5
4
-
4
8
ーニ

0
.2
4
 
0
.1
8
 
0
.2
0
 
円
単
堕

C
-
S
P
12
 
5
4
-
4
8
ーニ

0
.2
2
 
0
.2
0
 
0
.2
8
 
円
単
恩

-
c
-
S
P
13
 
5
~
修
ー
イ

Q.
42
 
0
.2
6
 
9.
:,
24
 
楕
円
りi
庖

C
-
S
P
1
4
 
5
3
-
4
8ー
イ

0
.1
6
 
0
.1
6
 
0
.1
4 

円
弔
庖

C
-
5
k
1
8
 
5
3
-
4
8
ーケ

0
.8
4 
0.
40
 
0
.1
4 
楕
円
単
J曽

-
-
-
.
 

C-
S1
<1
9 
5
3-
4
8
-IJ
" 

0
.2
2
 
0.
18
 
0.
07

円
単
荊

C-
S1
<2
0 
5
3
-
4
8
ーケ

(0
.5
0)
 
0.
48
 
0
.
 
12
 
円
単
庖

C
-
S
P
2
J
 
5
3
-
4
8
ーコ

0
.2
8
 
0
.2
4
 
0
.0
6
 
円
単
屈

<:
;-
SK
22
 

5~
-4

8ー
コ

0
.5

~
 
0
.3
2
 
0
.0
7
 
不
整
形
単
肘

―
”
―
 

C
-
S
K
2
3
 
5
3
-
4
8
-コ

0
.5
8
(0
.5
0)
 
0
.0
8
 
円
単
陪

C
-
S
K
2
4
 
5
3
-
4
8-
'}
 

0
.6
4 

0
.1
0 
不
整
形
単
誘

→戸
K
2
5
53
-4
8-
‘J
 

o.
42
 

0
.0
5
 
イ
週
を
形
単
庖

C
-
S
P
2
6
 
5
3-
4
8
ーコ

0
.2
6
 
0
.2
4
 
0
.1
4 
円
単
庖

C
-
S
P
2
7
 
5
3
-
1
8
ーコ

(0
.3
0)
 
0
.2
4
 
0
.0
4
 
円
単
翔

B
S
K
2
 l
 
9
-
B
S
K
2
2
0
 

B
S
K
2
 l
 
9
-
B
S
K
2
2
0-

B
S
K
2
2
2
 

0
.1
6 
0
.6
3
 
不
整
形

0.
36
-

底
部
3
個
の
ピ
ッ
ト

0.
 3
 
0
 

再

土
器
4
2

上
器
15

土
器
6
6

土
器
8
1

土
器
16
1

畠 土器1
8

士
器
3

土
器
61

土
器
4
1

土
器
2
8

上
器
19

B
-
S
X
2
15
緑
竺
落
差
込
み

1
8
9
・1
9
0
 

土
器
2

上
器
I

C
S
P
2
0→
C
S
P
l9
 

C
S
P
2
0→
C
S
P
1
9
 

C
S
K
2
2
→
C
S
K
2
3
→
C
S
K
4
6
 

C
S
K
2
2
→
C
S
K
2
3
→
C
S
K
1
6
 



迫
構
阪

グ
リ
ッ
ド
時
期
長
径
短
径

C
-
S
P
2
8
 
53
-
49
ー
カ

0
.4
2
 
0.
36
 

C
-S
P2
9 
53
-
49
ー
カ

0.
48
 
0.
42
 

C
-
S
P
3
0
 
53
-4
9
ータ

0.
96
 
0.
68
 

C
-S
P3
1 
53
-
49
ータ

0
.2
2
 
p. 
18
-

C
-
S
K
3
2
 
53
-4
8-
・
イ

0
.5
0
0.
48
 

C
-
S
P
3
3
 
52
-
48
ー
ナ

(0
.3
0)
 
0.
24
 

と
SP
34
53
-
48
ー
イ

0.
18
 
0
.1
8 

C
-
SP
35
 
53
-4
8ー
イ

0
.2
6
 
0.
24
 

C
-
S
P
3
6
 
52
-4
7-
'/
 

0.
22
 
0.
20
 

C
-S
P3
7 
52
-
4
8ー
ク

0.
24
 
0.
18
 

-
-

C
-S
P3
8 
52
-
47
-
/
 

0
.2
6
 
0.
24
 

C
-S
P3
9 
5
3
-
4
8
-
7
 

0
.1
6 
0
.
 
16
 

---
．
 

C
-
S
P
4
0
 
52
-4
8
ーナ

0
.2
2
 
0
.2
0
 

C
-
S
P
4
1
 
53
-
4
8ー
イ

0.
22
 
0.
18
 

C
-
S
P
4
2
 
53
-
48
-
イ

0
.1
8
0.
16
 

C
-S
P4
3 
53
-
18
ー
イ

0.
21
 
0.
16
 

C
-S
P1
4 
53
-4
8
ーイ

0
.3
6
 
0
.2
6
 

C
-
S
P
4
5
 
53
-4
8ー
イ

0.
22
 
0.
22
 

C
-
S
K
4
6
 
53
-
48
ーコ

0.
54
 
0
.4
6 

C
-
S
K
5
0
 
52
-4
8
ーニ

(1
.2
0)
 
1.
16
 

鴫
.
.

士
的 恩 恩 陪 庖 庖 屈 肘 附 陪 墨 肘 陪 粕 粕 柑 附 附 肘 層裂

単 単 単 単 単 単 単 単 単 単 単 単 単 単 単 単 朋 単 単 単

疇 円 円 疇 円 円 円 円 円 円 畑 円 円
l

円 円 円 飼 円 円 円 鱈
＿ 不不

さ 8 0 6 1 8 - 0 5 - 2 4 1 9 0 7 1 8 - 1 1 1 3 0 9 2 0 2 9 0 8 1 7 0 6 2 3 - 1 4 0 8深 ⑬ 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

戸
亙

掲
載
迫
物

戸

土
器
3

土
器
I

C
S
K
2
2→
C
S
K
2
3→
C
S
K
4
6
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別
表
2
遺
物
観
察
表

凡
例
チ
：チ
ャ
ー
ト
、
骨
：
海
綿
骨
針
、
英
：
石
英
、
長
：
長
石
、
白
：赤
色
粒
子
、
黒
：
黒
色
粒
子
、
赤
：
赤
色

n
o
.
 
迎
構

種
類
器
種

残
存
状
況

I
 
B
-
S
D
2
0
1
磁
器
皿

底
全
周
-

-

2
 
B
-
S
D
2
0
1
 
磁
器
ml 

口
5
.9
/
2
4

3
 
B
-
S
D
2
0
1
大
窯

天
目
口
3.
8/
24

4
 
B
-
S
D
2
0
]
大
窯

天
目
口
2.
7
/2
4

5
 
B
-
S
D
2
0
1
行
磁
碗

口
0
.8
/2
4

6
 
B
-
S
D
2
0
 Ll
i!
1器
壷
口
2
.4
/
2
4

7
 
B
-S
D
2
0
1
珠
洲

片
口
鉢
I::J
l.
5/
2
4

8
 
B
-
S
D
2
0
1
珠
洲
片
口
鉢
口
l.
4
/2
4

9
 
B
-
S
D
2
0
I
珠
洲
片
日
鉢
日
2/
24

IO
 
B
-
S
D
2
0
1
 
珠
洲
巫
甕
体

II
 B
-
S
D
2
0
1
珠
洲
壷
甕
体

12
 B
-
S
D
2
0
1
珠
洲
祉
甕
体
上
位

ロ
径
底
径

4
.6
 

(§
_.
O
)
 

器
邸

外
面
調
整

！
坑
室
径
胎

厚 亘 詞

内
面
調
整

蛇
の
目
釉
剥
ぎ

蛇
の
旦
袖
剥
ぎ

堡
述
登

格
子
当
て
具

―
羞[

3c
m
当
り
13
目
叩
目

3c
m
当
り
9
目
叩
目

3c
m
当
り
1
2
目
叩
目

13
 B
-
S
じ
2
0
5
珠
洲
片
口
鉢
口
2
/
2
4

(3
0
.0
) 

14
 
B
-
S
E
2
0
5
 
珠
洲

!5
 
B
-
S
E
2
0
5
 
珠
洲

迪
甕
体

亜
甕
性

4 0  -

贋 ＿ 白 白 饂 一 長 一鱈 傾 長 骨 一 骨 色 白
黒 一

警 ― 蜜 靡 警 昆 一 骨 長

16
 
B
-
S
E
20
7
珠
洲

甕
口
縁
～
肩

17
 
B
-
S
E
2
肥
前
皿

底

L8
 
B
-
S
K
2
1
4
須
恵
器
有
台
杯
口
3
.2
/
2
4

19
 
B
-
S
P
2
2
6
須
恵
器
無
台
杯
口
3
.1
/
2
4
 

2
0
 
B
-
S
K
2
0
8
 
須
恵
器
甕
体

2
1
 
磁器

Dll
 
口
I.
I
厄
i

2
2
 
5
7
-
1
5
 
大
窯
Jil
l 
底
6
/
2
1

2
3
 
5
4
-
4
8ー
ナ
珠
洲
片
口
鉢
口
J.
2
/2
4

＿
 
＿
 

2
4
 
5
5-
4
6
 
珠
洲
片
口
鉢
口
3
.2
/2
4

2
5
 
55

-4
7
—二
珠
洲

片
口
鉢
日
1.
7
/
2
4
 

2
6
 

珠
洲
片
口
鉢
口
1.
9/
2
4

2
7
 

55
-1

7
—
二
珠
洲
壷
甕
体

2
8
 
5
4
-
4
7
-

一
卜
珠
洲
壷
甕
体

2
9
 
5
2-
5
3
ー
エ
珠
洲

壷
甕
体

3
0
 
54
-4
7
ー
コ
珠
洲
一
壷
甕
体

31
 
5
7
-
4
5
-チ
須
恵
器
有
台
杯
口
縁
一
部
欠
損

3
2
 

54
-4

8
—
チ
須
恵
器
無
台
杯
口
2/
2
4

3
3
 
5
7
-
4
5
-ブ ．． 
一
須
恵
器
無
台
杯
底
2
4/
2
4

3
4
 
5
6
-
4
6
 
須
恵
器
無
台
杯
底
6
.2
/2
4

3
5
 
51
-4
7
ー
セ
須
恵
器
無
台
杯
底
12
/
2
4
～
体

骨

13
.2
 

11
.4
 

-
-
-
-
-

4.
 
8
 

自
長
・
-

{1
2
._Q
2_ 

＿ 蜜
i.
 
4
 
-

(2
7
.0
) 
(2
2.
0)
 

筵 旱

l.
7c
m7
目
卸
目

1.
9c
m
以
上
7
目
以
上
卸
目

波
状
紋
、
全
面
卸
目

返
状
紋

13
.8
 

(1
2
.0
)
 
8.8
 

ロ
ク
ロ
ナ
デ --~

` 
ロ
ク
ロ
ナ
ァ

同
心
円
当
具

3
6
 
5
6
-
4
色
言工
須
恵
器
＿
壷

3
7
 
5
4-
4
7
ーコ
須
恵
器
甕

ア セ ウ コ

― ― ― ―  

7 7 8 7  4 4 4 4  

― ― ― ―  

- 5 6 5 4 5 4 5 4  

L 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2  

須
恵
器

須
．

彎 須恵
器

＿ 甕 ＿ 翌 翌 甕 甕

4  
片

2  
／  
ヽ7  
皇 5 体 ＿ 生 体 ＿ 体 体

10
.4
 
6.
4 

8
.6
 

11
.4
 

3c
m
当
り
14
目
叩
目

3c
m
当
り
1
0
目
叩
目

3
cm
当
り
8
目
の
叩
き
目

ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

擬
格
子
叩

底
櫛
状
工
具
痕

—
令

ロ
ク
ロ
ナ
プ

-- ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

3c
m
当
り
10
目
叩

3c
m
当
り
8
目
叩

3c
ml
l
目
叩
目

3c
ml
2
目
叩

3
.8
 
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
リ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
切
リ
後
粗
い
ナ
デ

ヘ
ラ
切
リ
後
丁
寧
な
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、

ヘ
ラ
切
リ
後
T
寧
な
ナ
デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
リ
ナ
デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ・
 

ロ
ク
ロ
ナ
プ —

•—
 

ロ
ク
ロ
ナ
ァ

ロ
ク
ロ
ナ
デ —ゲ

・

ロ
ク
ロ
ナ
プ

白
覧 摯

黒

色
調
焼
成

備
考

白
良
釉
：無
色
上
竺
桂
怪
面
砂
付
着
。

阜
白
良
釉
：無
色
。

灰
白
良
釉
：
鉄
釉
、
口
縁
掲
、
体
部
閤
塾
2

灰
白
良
釉
：鉄
釉
、
口
縁
褐
、
体
部
黒
褐
。

灰
息
釉
：オ
リ
ー
プ
灰
、
上
直
匂
曳
k

灰
良
釉
：
暗
赤
褐
。

暗
灰
還
破
Ill
~
I
V
期

酒
灰
＿
＿
迎
硬
」
y
~
V
期
墨
『
面
に
黒
色
付
秤
物
。

灰
還
硬
V
期
、
内
面
摩
耗
．

暗
灰
還
硬
や
や
細
密
で
打
ち
込
み
浅
い
叩
き
目
。

灰
還
硬
打
ち
込
み
浅
く
、
不
定
方
両
石
面
色
巳
＿

灰
還
硬
打
ち
込
み
浅
く
、
一
定
方
向
の
叩
き
目
。

灰
遠
硬
注
口
部
の
た
め
歪
み
大
き
く
口
径
不
明
。

匪
期
。

灰
還
硬
細
密
で
打
ち
込
万
示
深
い
一
定
方
向
の

叩
き
目
。
焦
色
の
吹
き
出
し
多
い
。

堕
灰
遠
硬
ー
空
ー
且
知
‘
肛
も
込
丑
竺
叩
き
目
。

還
硬
太
い
原
体
で
、
深
い
打
ち
込
み
の
叩
き

ー
一
目。
1¥
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器
釜
D
l
口
3
.1
/2
4

1
15
 
B
-
S
X
1
2
8
士
器
釜
8
2
口
12
/2
4

11
6 
B
-
S
X
12
8
上
器

釜
C
2
口
2
4
/2
4

•-
1
17
 
B
-
S坐
笙
土
器
釜
B
2
口
J7
.3
/
2
4

11
8 
B
-
S
X
1
2
8
土
器

釜
Bl
口
12
.8
/
2
4

11
9 
B
-
S
X
 12
8
 
J.:
器

釜
底
～
体
中
位

12
0 
8
-
S
X
 1
28
上
器
釜

底

12
1 
B
-
S
K
1
3
1
上
器
器
台
A
口
16
.7
/
2
1

12
2 
B
-
S
K
1
3
1
土
器
沿
j杯
A
口
6
.6
/
2
4

四
B
-
S
K
1
3
1
土
器

硲
杯
脚
a
脚
部

12
4 
B
-
S
K
1
3
1
 
上
器
iti
杯
脚
c
n
縁
・脚
据
全
損

12
5 
B
-
S
K
1
3
1
 
土
器

裔
杯
脚
a
脚
裾
欠
損

17
.2
 
17
.6
 

l8
.0
 

18
.0
 

4. 
2
 

白
赤

ふ 白 :
 
赤
臼

赤 白
赤
赤 白

赤
白
長

赤

赤
白
長

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

一
橙
灰
黄
褐

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

声
淡
橙
浅
黄
橙

浅
黄
橙

稜
合
不
明
の
破
片
多
数
。

接
合
イ
逍
月
の
破
片
多
数
あ
り
、
ほ
ぽ
全
体

が
残
る
と
み
ら
れ
る
，
一

14
.8
 

(2
3
.0
) 

(1
3こ
0)
-

横
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
縦
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ

横
ハ
ケ
メ ．． 

横
ハ
ケ
メ

胎
上
に
小
石
多
く
混
じ
る
。
外
面
下
半
に

薄
く
ス
ス
。

丸
底
、
外
面
に
強
く
ス
ス
。

整
質

.
 
-
-
-

良
好
内
外
面
赤
彩

外
面
赤
彩

外
面
・杯
内
面
赤
彩

良
円
形
透
孔
4
.



n
o
.
 
迫
構

種
類

12
6 
B
-
S
K
J3
1 
土
器

12
7 
B
-S
K
1
3
1
 
土
器

12
8 
B
-
S
K
J3
1 
土
器

12
9 
B
-
S
K
13
1
 
土
器

13
0
 B
-
S
K
1
3
1
 
土
器

13
1 
B
-
S
K
1
3
1
 
土
器

1
3
2
 
B
-
S
K
J
3
l
 
土
器

13
3
 
B
-
S
K
l
3
1
 
土
器

13
4
 
B
-
S
K
1
3
1
 
士
器

13
5
 
B
-
S
K
1
3
1
 
土
器

13
6
 
B
-
S
K
l3
1 
上
器

器
種

残
存
状
況
口
径
底
径
器
高

外
面
調
斃

器
台
B
口
14
.9
/
2
4
脚
据
欠
8
.0
 

器
台
D
口
7
/
2
4

(8
.0
)
 

邸
杯
脚
a
脚

(1
4
.0
)
 

壺
B
口
4
.8
/
2
4

(9
.0
)
 

壷
B
口
4
/
2
4

l
 
7
.0
 

壷
底

6
.2
 

祉
底
～
体
下
半

6
.8
 

縦
斜
ハ
ケ
メ

鉢
E
底

鉢
底
～
住
工
圭

；：： 
斜
ハ
ケ
メ

鉢
A
口
1.
8
/
2
4

(2
8
.0
)
 

縦
横
ハ
ケ
メ

内
而
調
撒

釜
C
2
口
7/
2
4

4 3 1  

13
7
 
B
-
S
K
1
3
1
土
器
釜
D
I
口
3
/
2
4

13
8 
B
-
S
K
l
3
I
土
器
釜
B
]
口
4
.8
/
2
4

-
--
-
-

13
9
 
B
-
S
K
J
3
1
土
器
釜
D
]
口
1.
3
/
2
4

14
0
 B
-
S
K
1
3
1
土
器
釜
A
2
口
1/
24

14
1 
B
-
S
K
1
3
1
士
器
釜
B
l
口
9
.8
/
2
4

14
2 
B
-
S
K
1
3
J
土
器
釜
C
2
口
2
/
2
4

14
3
 B
-
S
K
13
1
土
器

釜
C
2
口
3
/
2
4

14
4 
B
-
S
K
13
]
土
器
釜
D
l
口
4
.5
/
2
4

旦
-S
K
l3
1
土
器
並

14
6 
B
-S
0
16
7
土
器

器
台
C
~
部
全
周

14
7
 B
-
S
0
16
7
土
器

器
台
D
口
4
/
2
4

.• -
-
-

14
8 
B
-
S
P
2
04
 
土
器

器
台
脚
a
口
全
損

14
9
 B
-
S
P
16
1
土
器
釜
C
2
口
3
.9
/
2
4

15
0
 B
-
S
D
l
 16
土
器

器
台
E
口
13
/
2
4

(2
8
.0
) 

(1
5
.0
)
 

喜 (17
.0
)
 

凰 (18
.0
)
 

麟

斜
ハ
ケ
メ

墜
ノ
ーヽ
ケ
メ

ロ
横
ミ
ガ
キ
、
体
ケ
ズ
リ

横
ハ
ケ
メ

7
.8
 

(1
0.
0)
 

匝 (2
0.
0)
 

（5
．0
)
 

斜
ハ
ケ
メ

堡
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ

横
ミ
ガ
キ

12
.0
 

赤
長
骨

赤
fi

•
白
赤

赤
白
長
骨

旦 白
長
骨

白 璧 白赤
長

赤 =＝ 
赤 白

ロ
横
ミ
ガ
キ

15
1 
B
-
S
D
i
i
6
 
土
器

--
-
-
-

1
1仁

胎
土

色
調
焼
成

備
考

赤
白
長

橙
軟
円
形
透
孔
5な
い
し
6
.

赤
白

橙
聾
円
形
透
孔
4
.

-
-
．
 

赤
長
に
ぶ
い
橙
軟
円
形
透
孔
あ
り
。

白
褐
灰
軟
二
次
被
熟
で
黒
化

赤
骨
長
に
ぶ
い
橙

赤
白

橙

赤
長
白
に
ぶ
い
橙
良

長
橙

白
に
ぶ
い
黄
橙
良

孫
白
頑
；
—
疋
ぶ
い
黄
橙—
―』
し

赤
白
長
に
ぶ
い
黄
橙
良＿
 
外
面
口
緑
か
ら
体
部
に
ス
ス
。
口
縁
部
内

面
に
汚
れ
．

担 橙
軟

橙
軟

に
ぶ
上
ヽ
黄
橙
良し
橙
軟

に
ぶ
い
黄
橙
良

に
ぶ
い
橙
軟
器
表
刺
離
。
内
面
に
コ
ケ

橙
軟

゜
灰
白

良
外
底
面
ハ
ケ
メ
e

灰
白

良
黒
斑
。

浅
黄
橙
良

—
~

 
に
ぶ
い
橙
軟

に
ぶ
い
黄
橙
良

赤
長
骨
浅
貨
橙
良

-
.
-

赤
に
ぶ
い
橙
艮

-
-

15
2
 
B
-
S
D
l
 
1
6
 
土
器

15
3
 
B
-
S
D
J
 16
 
土
器

-
•
~
・
•
一
.. 

15
4
 
B
-
S
X
L0
4
 
土
器

15
5
 
B
-
S
X
10
4
 
土
器

1
1.
6 

ロ
縁
部
横
ハ
ケ
メ

15
.8
 
(I
 6
.5
) 
ロ
・横
ミ
ガ
キ
、

体
・縦
ミ
ガ
キ

体
・横
ハ
ケ
メ
、
後
ナ
デ

10
.8
 
口
横
ミ
ガ
キ
、
体
縦
ミ
ガ
キ
ロ
横
ミ
ガ
キ

外
面
に
煤
。
•
一
一

外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩
。
受
部
に
逆

三
角
形
の
透
孔
6
.

外
面
に
煤
、
赤
変
。

外
面
に
ス
ス
、
内
面
に
コ
ゲ
。
外
面
赤
彩

ほ
ぽ
梢
失

15
6
 
B
-
S
X
10
4
 
土
器

豆 3 - ⑬

3
.6
 

(7
.位

蔽

12
.0
 
7.
1 

受
部
ハ
ケ
メ

器 器 器 器 器 器 器 器 涵 墜 器 器

土 土 土 土 土 上 土 土 土 上 土 土

1 0 4 1 0 4 104 104 1 0 4 1 0 4 1 0 4 1 0 4 1 0 4 1 0 4 1 0 4 1 1 4  

x x x x x x x x x x x D  s s s s s s s s s s s s  ― ― ― - ＿ _ ＿ ＿  _ _  ＿ _  

B B B B B B B B B B B B  

5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 6 4 6 5 6 6 6 7 6 8  

l l l l l l l l l l l l  

鉢
D
口
了
茄
／
2
4

鉢
A
口
6
.8
/
2
4
～
体
下
位

壷
底
～
体
下
半

器
台
B
口
4
.5
/
2
4

函
c
ほ
ぽ
頁
祝
多

壷
口
2
4
/
2
4
～
訂

鉢
E
底
部

鉢
E
底
部

鉢
E
底
部

釜
B
2
口
3
.1
/
2
4

釜
D
2
口
3
/
2
4

釜
B
2
口
3.
3/
24

釜
B
l
口
2
.3
/
24

壷
＿
底
部

器
台
B
口
4
/
2
4～
脚
上

器
台
脚
a
脚
裾

釜
C
l
口
2.
7/
2
4
 

壷

尋 ―6! 5 3 2  
圏 靡 ＿

縦
1ヽ
ケ
メ

に
ぶ
い
貨
橙
良

壁 橙 橙
軟

橙
軟
器
墜
ご
く
薄
い
。
接
合
不
明
の
体
部
破
片

多
数
あ
り
。

軟 良 良
接
合
不
明
の
体
差
閥
籾
あ
り
。

良
外
面
に
ス
ス

軟
~
外
而
に
ス
ス

軟

9.
2 

(2
0.
0)
 

(5
.0
)
 

(1
8
.0
) 

脚
腿
ハ
ケ
メ

堡
ハ
ケ
メ

襦 一橙 ＿ ―

晶 誓 喜 贔 盤 橙 ＿橙 一
16
9 
B
-
S
D
l
1
4
土
器
釜
D
l
口
3
.5
/
2
4

(1
6
位

艇
ケ
メ

〗 ー砂 轄＿麟 赤 ＿ 皇 彗 望 翻 誓 晶 竺 麟

灰
褐

橙

外
面
劣
化
し
赤
変
。

軟—
ー
旧
形
透
孔
あ
り

軟
円
形
透
孔
6か
。
2
2
0
と
同
一
か

内
面
に
ヨ
ゴ
レ
。

軟
器
壁
ご
く
菊
い
。
接
合
不
明
の
体
部
破
片

多
数
あ
り
。

外
面
に
ス
3,
,J
)斥
変
強
い
。



no
.
 
迫
構

種
類
器
種

17
0 
B
-
S
D
I
l4
土
器
釜
旦
．

17
1 
B
-
S
0
1
1
4
土
器
亜
D

17
2 
B
-
S
D
2
0
2
士
器
釜

17
3 
B
-
S
D
2
0
2
土
器

鉢
6

17
4
 B
-
S
X
I
3
2
土
器
釜
D
1

L7
5 
B
-
S
X
!
3
2
土
器

鉢
B

17
6 
B
-
s
x
13
2
士
器

釜

17
7 
B
-
S
X
I3
2
土
器

鉢
E

17
8 
B
-
S
X
13
2
土
器
函

1
7
9
 
B
-
S
X
13
2
土
器
盈

毯
-S
X
]
3
2
上
器
釜
D
]

LS
I 
B
-
S
X
1
3
2
土
器
釜
B
2

残
存
状
況

口
9/
24
体
1/
3欠
損

底 口
12
.6
/2
4
～
底

且
24

詈 旦
4
～
底

底 底
.
 

口
5
.1
/
2
4

ロ
20
.6
/
2
4

旦
底
径
器
裔

昌
冦 一 ⑫

外
面
調
整

縦
ハ
ケ
メ

2
7
.2
 二
狸
乙
ヽ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

内
面
調
盤

旱
5
.8

(7
.0
)
 

9
.2
 
1.
5
 
5
.2
 

2.
2 

9.
4 
1.
6 
6
.5
 

(5
.0
) 
6
.0
 

輪
栢
み
痕

号 誓 羹 暑 屡 瓢 ＿ 竺 ェ 讐 蒻 ― 白 一 白

豆
一
匝 ↑
 

に
苓
止
竪

眉
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

灰
白

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

担
―
―
-

に
ぶ
い
橙

に
ふ
立
‘
橙
．

橙
に
ぶ
い
橙

浅
鼓
橙

浅
黄
橙

焼
成

備
考

軟
内
面
黒
化
。

普
器
壁
薄
い
、

軟 軟
内
面
黒
化
。

--
.
 --
--
-

軟
外
面
｛
本
部
下
半
ス
ス
゜

外
面
被
熱
で
劣
化
。

＿ 軟 ＿ 軟 ＿ 良
(1
9
.0
)
 

里
＿
駐
匈
2
上
器

釜
C
2
口
3.
2/
24

l8
3 
B
-
S
X
1
3
2
土
器

釜
B
2
口
2
.2
位
1

旦
4
B
-
坐
！
翌
し
—
ヒ
器
釜
D
1
口
2
.5
/2
4

18
5 
B
-
S
X
1
3
2
土
器
釜
B
2
口
1.
5/
24
.

1
8
6
 
B
-
S
X
1
3
2
 
土盈
｝

釜
C
2
口
1.
3/
24

19
.6
 

(1
5
.0
) 

(I
 8
.0
)
 

g
 
(2
0
.0
) 
(2
4
.0
)
 

(2
0
.0
)
 

横
主
体
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

18
7 
B
-
S
X
1
3
2
 
上
器

18
8 
B
-
S
X
l
3
2
 
土
器

18
9 
B
-
S
P
2
3
!
 
土
器

19
0 
B
-
S
P
2
3
1
 
上
器

19
1 
B
-
S
K
1
3
7
 
土
器

19
2 
B
-
S
K
1
3
8
 
土
器

函
面
3す
可
了
器

19
4 
B
-
S
K
I
3
8
 
土
盤
＿

19
5 
B
-
S
K
l
3
8
 
土
器

19
6 
B
-
S
K
I3
8 
土
器

19
7 
B
-
S
X
J
 1
8
 
上
器

19
8 
8
-
S
X
I
 1
8
 
土
器

19
9 
B
-
S
X
J
 1
8
 
上
器

•
-
-

2
0
0
 
B
-
S
X
I
 1
8
 
土
器

20
1 
B
-
S
X
1
18
 
土
器

2
0
2
 
B
-
S
X
I
 1
8
 
土
器

2
0
3
 
B
-
S
X
1
1
8
 
土
器

20
4 
B
-
S
X
1
1
8
 
土
器

20
5 
B
-
S
X
l
1
8
 
王
器

2
0
6
 
B
-
S
X
!
 1
8 
土
器

2
0
7
 
B
-
S
X
I
 1
8 
土
器

2
0
8
 
B
-
S
X
1
1
8
 
土
器

2
0
9
 
B
-
S
X
J
 18
 
上
器

2
1
0
 
B
-
S
X
11
8 
J::
器

釜
C
2
口
8
/
2
4

釜
底

釜
A
l
口
3
.5
/2
4

釜
A
2
端
部
欠
損

釜
C
2
日
3/
24

盗
X
口
4
.5
/
24

釜
D
l
口
3/
24

鉢
E
底

-
-

釜
D
I
口
1.
5/
24

釜
B
2
口
3.
4/
24

器
台
A
口
4
.5
/2
4
、

脚
一
部
欠
損

器
台
A
脚
一
部
欠
損

器
台
A
口
9
.3
/2
4
、

他
全
残
存

器
台
B
口
3
.5
/
2
1

器
台
脚
裾
全
損

器
台
脚
a
脚
一
部
欠
面

器
台
脚
c
脚

器
台
C
口
ほ
ぼ
全
店

壷
c
口
1
0
/
2
4

盗
D
口
22
.5
/2
4
～
府

縦
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

3.
4 

縦
ハ
ケ
メ

艮と
内
面
蒋
く
ヨ
ゴ
レ
。
外
面
に
被
熱
痕
跡
見

ら
れ
ず
c

軟

＿横
ハ
ケ
メ

I ま

12
.0
 
2
0
.0
 

闘 (1
5
.0
)
 

戸

に
ぷ
い
橙
良

浅
黄
橙
良

橙
軟

_.
＿
-
-
-
-

軟
胎
土
粗
く
、
石
多
く
含
む
。
他
の
上
器
に

見
ら
れ
な
い
も
の
。

赤
白
に
ぶ
い
橙
軟
外
面
に
ス
ス
、
内
面
に
ヨ
ゴ
レ
o_

究
旦
艮

浅
黄

良
赤
白

明
褐

軟
外
面
に
ス
ス
、
内
面
に
ヨ
ゴ
レ
。

赤
長
に
ぶ
い
黄
橙
良
他
に
比
ぺ
長
石
多
い
。

受
部
横
ミ
ガ
キ
、

脚
部
横
ハ
ケ
メ

黒
赤
長
浅
貨
橙
良
・
一

赤
長

橙
良
外
面
・杯
部
内
而
赤
彩
。

赤
長

浅
黄
橙
良
外
面
・杵
内
面
赤
彩
、
外
面
黒
斑
。

盟
赤
骨
浅
黄

良
外
面
黒
斑
。
ー
一

白
黒
浅
黄
橙
良
犀
手
の
粗
製
。

赤
浅
函
橙
良
器
表
大
部
分
剖
塑
2

赤
長

橙
良

斎
サ
に
ぶ
い
黄
橙
良
内
外
赤
彩
、
ほ
ぽ
消
え
る

赤
長

っ一
ーー
・
』
一

に
ふ
い
橙
良
器
面
剥
離
多
い
。

長

白 赤

長 長
＿ t -赤

蔽 軟 軟
外
面
に
弛
く
ス
ス
。

外
面
に
ス
ス
、
胴
部
破
損
多
く
あ
る
が
口

緑
か
ら
底
部
へ
の
つ
な
が
り
不
明

外
面
に
ス
ス
、
胴
部
破
狽
多
く
あ
る
が
口

緑
か
ら
底
部
へ
の
つ
な
が
り
不
明

外
面
に
強
く
ス
2
2

灰
白

3.
0 

面 (2 
0
.
 
0)
 
＿
 

7
.9
 
11
.4
 
8
.8
 
受
部
横
ミ
ガ
キ
、

脚
部
縦
ミ
ガ
キ

叩
2
.2
IO
」

9.
8 

(1
1
.0
) 

12
.4
 
10
.l
 受
部
横
ミ
ガ
キ
、

脚
部
縦
ミ
ガ
キ

受
部
縦
ミ
ガ
キ

縦
横
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

横
・斜
ハ
ケ
メ

受
部
横
ミ
ガ
キ

受
部
横
ミ
ガ
キ
、

脚
部
横
ハ
ケ
メ

11
.4
 
(9
.0
) 

-
-
-

口
13

.3
/2
~

口
9
.9
/2
4

口
6/
24
口
10
.8
/2
4
、
体
部

以
下
ほ
ぼ
全
残
存

19
.0
 

20
.0
 

21
.2
 

受
部
横
ミ
ガ
キ

府
横
ハ
ケ
メ

壷
D

壷
B
壷
A

壷
D

ロ
横
ミ
ガ
キ
、
訂
横
ハ
ケ

後
ミ
ガ
キ

18
.2
 

(2
5
.0
) 

円
形
貼
付
文

20
.0
 

13
.4
 
7
.8
 
31
.3
 
斜
ハ
ケ
後
ケ
ズ
リ

体
横
ハ
ケ
メ

下
半
斜
ハ
ケ
メ
、

上
半
横
か
ケ
メ

長
・骨

白
長
に
ぶ
い
橙

付
に
ぶ
い
橙

白
長
骨
に
ぷ
い
竪

黒
赤
長
に
ぶ
い
黄
橙



n
o.
 
辿
構

種
類
器
種

21
1 
B
-
S
X
 l
 
18
上
器
壷
D

21
2 
B
-
S
X
11
8
土
器
壷
B

四
B
-
S
X
l]
8
土
器
壷

21
4 
B
-
S
X
l
]
8
土
器
壷

21
5 
B
-
S
X
1
1
8
±
器
壷

21
6 
B
-
S
X
l
1
8
 
J:
器
壷
ー
に

21
7 
B
-
S
X
 l
 
I
 
8
)
;器

llI
i

21
8 
B
-
S
X
I
 1
8
玉器

壷

21
9 
B
-
S
X
1
1
8
士
器
並

底
か
ら
体
F位

・
-
.
 
-
-

22
0 
B
-
S
X
I
 
18
上
器
壷

底
か
ら
体
下
位

22
1 
B
-
S
X
l
l
8
土
器
壷
底
空
全
体
下
位

22
2 
B
-
S
X
 I
 
18
 
上
器
壷

底
か
ら
体
下
位

22
3 
B
-
S
X
1
1
8
土
器
壷

底
か
ら
体
下
位

22
1 
B
-
S
X
l
 1
8 
土
器
壷

底
か
ら
体
下
位

22
5 
B
-
S
X
I
 
18
土
器
壷

底
赤
ぢ
体
下
位

22
6 
B
-
S
X
l
 18
土
器
壷

底
か
ら
体
下
位

22
7 
B
-
S
X
I
I
S
 
H
 
鉢
B
ほ
ぽ
完
形

22
8 
B
-
S
X
1
1
8
土
器
鉢
A
口
4
.5
/
2
4
~

体
下
位

鉢
E
口
3
.5
/2
4,

下
半
全
部
残
存

釜
B
l
ロ
緑
部
・体
部

一塑
墜
浬

23
1 
B
-
S
X
J
 1
8
士
器
釜
B
l
ほ
ぽ
完
形

23
2 
B
-
S
X
l
 18
土
器
釜
D
l
日
1.
7
/2
4
 

23
3_
8
-
S
X
I
 
18
 
_;I;
器
釜
D
]
口
2
.8
/2
4

23
4 
B
-
S
X
l
 1
8
上
器
釜
D
I
口
9
/
2
4

23
5 
B
-
S
X
1
1
8
土
器
釜
D
]
口
3／
祖

土
3
6
B
-
S
X
II
邑
一
土
器
釜
D
]
口
5
.2
/2
4

23
7 
B
-
S
X
 1
18
 
l.:
器
釜
B
l
口
2
.1
/2
4

23
8 
B
-
S
X
11
8
土
器
釜
C
2
口
3/
21

23
9 
B
-
S
X
11
8
士
器
釜
C
2
口
2
.6
/2
4

2'!
_0 
_[
-S
X1
18
土
器
釜
C
2
口
4
/
2
4

--
24
1 
B
-
S
X
11
8 
土
器
釜
D
l
口
2
/
2
4

24
2 
B
-
S
X
l
]
8
土
器
釜
C
1
口
4
.2
/2
4

塁
B
-
S
X
1
1
8
上
器
釜
C
l
口
L
祉
堕

24
4 
B
-
S
X
l
l
S
土
器
釜
C
2
口
2.
1/
24

2戸
S
X
l
l
s
±
~

釜
C2
U
2
.
6
/
2
4
 

2.
16
 
B
-
S
X
l
 
18
土
器

釜
D
]
口
3
.8
/2
4

生
l仁

B-
~1

5且
§
一
土
器
一

釜
p

l
口
2
/
2
4

24
8 
B
-
S
X
l
 1
8
土
器

釜
D
]
口
6
.2
/2
4

24
9 
B
-
S
X
l
l
S
土
器
釜
D
l
口
4
.2
/
2
4
~

体
上
位

口
1
1
.
5
/
2
1
~

体
上
位

口
5
/
2
4

口
7
.5
/
2
4
~

体
上
半

.、
残
存
状
況

口
20
.3
/2
4

口
4.
8/
24

～
体
上
半

〗級
J-,... 

外
面
調
整

内
面
瀾
整

底
(8
.0
) 
8
.2
 
6
.8
 
8.
4 
9
.4
 

斜
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

8
.
 
4
 

野 9.
2
 
8
.6
 
6
.2
 
5
.0
 
斜
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

8
.2
 

(3
6
.0
) 

22
9 
B
-
S
X
l
 18
 

4 5  

23
0 
B
-
S
X
1
1
8
 

上
器

土
器

25
0 
8
-
S
X
I
 l
8 

25
1 
B
-
S
X
l
l
8
 

25
2 
B
-
S
X
1
1
8
 

上
器

土
器

土
器

釜
D
I

釜
D
2

釜
C
2

ロ
径
底
径
器
甜

旱 (2
2
.0
) 

横
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

横
ミ
ガ
キ

ハ
ゲ
ーメ

8 8  ． ．  

5 1  l l  

8 6  ． ．  

1 2  

8  
L

―-
晶 闘 喜 闊 置 鬱 瓢 瓢 [

ロ
横
ミ
ガ
キ
、
体
縦
ケ
ズ
リ

1
1.
7
 
下
半
縦
ハ
ケ
メ
、

ュ
斗
ご
メ
ケ
メ

12
.9
 斜
ハ
ケ
メ

15
.6
 斜
／ヽ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

-
-
~
-

ナ
デ
、
棒
状
工
具

横
ハ
ケ
メ
、
後
口
横
ミ
ガ
キ
、

住
ミ
ガ
キ

下
半
縦
ハ
ケ
メ
、

上
半
横
ハ
ケ
メ

上
位
横
ハ
ケ
メ

胎
土
色
蘭
焼
成

備
考

白
に
ぶ
い
橙

赤
臼

橙

白
赤
に
ぶ
い
橙

B-
41
と
同
一
？

白
に
ぶ
い
黄
橙

灰
白

B
-
3
7
に
胎
土
似
る
。
同
一
？

赤
白

橙
白
に
ぶ
い
黄
橙

赤
甘
江

灰
白

に
ぶ
い
橙

赤
白
長
に
ぶ
い
概

白
浅
黄
橙

白
浅
黄
橙

白
骨
に
ぶ
い
橙

自長
浅
黄
橙
一
~
丙
面
三
ゲ

諷
骨
に
ぶ
い
橙

内
匝
二
次
焼
成

赤白
淡
尿
橙

白
に
ぶ
い
黄
橙

赤
黒
廿
長
橙

斜
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

ロ
縁
下
位
ま
で
斜
ハ
ケ
メ
ロ
縁
正
福
／ヽ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

蔽
ズ
ラ
土
デ

横
ハ
ケ
メ

(2
2
.0
) 

接
合
後

(1
8
.0
) 

横
ハ
ケ
メ

口
斜
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

戸 一 覧 闘 ―赤 ＿誓 贔 誓 麿 底 ＿慶 翻 亨 紐 [ -麟

橙 橙
歪
み
や
や
大
き
い

浅
黄
橙

亨 rぶい
橙

上

掲
灰

に
ぶ
い
赤
橙

•一
ロ
緑
翌
ぎ
内
洒

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

•
一

に
ぶ
い
黄
橙
面 橙

内
面
コ
ゲ

浅
黄
橙

信
に
ぷ
応
面
に
至
ビ
壁
皇 灰
褐

に
ぶ
い
黄
橙

橙 一 橙

赤
白
長
に
ぶ
い
黄
褐

外
面
に
ス
ス



n
o
.
 
迎
構

種
類

25
3 
B
-
S
X
J
 1
8
 
土
器

25
4 
B
-
S
X
1
1
8
 
土
器

25
5 
B
-
S
X
I
 1
8
 
J:::
器

25
6 
B
-
S
X
l
 18
 
:lこ
gg
.. 
-

25
7 
8
-
S
X
I
 1
8 

｀
 
▼
配
・

土
器

25
8 
8
-
S
X
 L
 
18
 
土
器

2
5
9
 
B
-
S
X
I
 1
8 
土
器

2
6
0
 
B
-
S
X
1
1
8
 
士
器

26
1 
8
-
S
X
L
 
18
 
上
器

・
←
三
ー
＾
 

26
2 
8
-
S
X
I
 1
8 
土
器

26
3 
B
-
S
X
J
 
18
 
土
器

26
4 
8
-
S
X
 1
18
 
土
器

26
5 
8
-
S
X
I
 18
 
土
器

2
6
6
 
8
-
S
X
I
 
18
 
土
器

2
6
7
 
B
-
S
X
11
8 
土
器

2
6
8
 
8
-
S
X
I
 1
9 
土
器

2
6
9
 
B
-
S
X
11
9 
土
器

2
7
0
 
B
-
S
X
I
L
9
 
士
器

口
径
底
径
器
高

外
面
調
整

4.
2 

縦
ハ
ケ
メ

4
.6
 
3
.
 
4
 

戸

横
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

:l
71
 
B
-
S
X
1
1
9
 

横
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

内
面
調
撒

胎
土
．

色
調
焼
成

白
す
「
に
ぶ
い
黄
橙

白
赤

橙
赤
白
に
ぶ
い
橙

赤
骨
に
ぶ
い
橙

赤
に
ゑ
い
橙

白
に
ぶ
い
黄
橙

外
面
に
ス
ス

赤
長
1ず
浅
黄
橙

'.
!D
tE
? 

胃
―
紐
-
—
-
-

一
浅
黄
橙

外
面
に
ス
ス

白
に
ぶ
い
黄
橙

赤
白
に
ぶ
い
黄
橙

赤
白

淡
橙

薔
亘
区
に
ぶ
い
橙

外
而
Iご
ス
ス

赤
骨
浅
黄
橙
-
-

白
に
ぶ
い
黄
橙

-
―
―
赤炉
喜贔

白
長

橙

土
器

1
 
2
.4
 

斜
ハ
ケ
メ

1
1.
2 
(
I
O
.O
) 

(I
 6
.0
) 

B
-
8
5
と
同
一
？

B
-
8
3
と
同
一
？

4 6 1  

器
種

釜
底
釜
底

釜
底

砧
杯
端
部
欠
損 ー・

壷
端
部
欠
扱

釜
D
I
口
3
/
2
4

(1
4
.0
) 

訟
口

4.
2/

24
—
声

堂
A
口
o.7
/2
4
_
 ＿
偲
呈
Q

釜
C
2
口
2
.5
/
2
4

(1
5
.0
) 

釜
B
2
口
1.
6/
24

(1
5
.0
) 

釜
D
I
口
3
.5
/
2
4

(1
8.
0)
 

ハ
ケ
メ

釜
D
I
口
2
.2
/
2
4

ぽ
而

釜
C
2
口
5
.7
/2
4 

18
.1
 

縦
ハ
ケ
メ

m
 
-

壷
底

(6
.0
) 

釜
底

3
.0
 

縦
ハ
ケ
メ

商胚
［＼
口
3
.5
/
2
4
_
 
llil
-9) 

縦
ケ
ズ
リ

..
 
-
-
-
-

器
台
A
口
3/
2
4

9.
1 
13
.8
 
6.
8 

器
台
A
IJ
 1
1/
24
 

9
.0
 
11
.2
 
l0
.7
 

亜
D
口
1
1
.
1
/
2
4
~

体
上
位

2
7
2
 
B
-
S
X
!
l
9
 
土
器
m!
:A
 
口
8
.8
/
2
1

2
7
3
 
B
-
S
X
I
 1
9
士
器
壷
A
口
4/
24

2
7
4
 
B
-
S
X
l
 1
9
土
器
壷
D
口
2.
2/
24

2
7
5
 
B
-
S訂
9
上
器
壷
A
頚

2
7
6
 
B
-
S
X
I
 1
9
 
土
器
壺
A
頚
小
破
片

2
7
7
 
B
-
S
X
I
 1
9
士
器
壷
5
口
2
.8
/
2
4

-
-

2
7
8
 
B
-
S
X
1
1
9
土
器

壷
底

2
7
9
 
B
-
S
X
I
 1
9
上
器
壷

底

2
8
0
 
B
-
S
X
1
1
9
上
器

鉢
ほ
ぽ
完
形
、

体
一
部
欠
狽

残
存
状
況

i
2
Q
.0
) 

外
面
中
位
に
ス
ス
ー

2
8
1
 B
-
S
X
I
 1
9 
土
器

2
8
2
 
B
-
S
X
l
 1
9 
土
器

2
8
3
 
B
-
S
X
I
 19
 
士
器

2
8
4
 
B
-
S
X
l
19
 
土
器

2
8
5
 
B
-
S
X
1
19
 
土
器

2
8
6
 
B
-
S
X
1
1
9
 
上
器

2
8
7
 
B
-
S
X
l
1
9
 
上
器

2
8
8
 
B
-
S
X
1
1
9
 
:I.:
器

2
8
9
 
8
-
S
X
 11
9 
土
器

2
9
0
 
B
-
S
X
1
1
9
 
土
器

竺
II
~

士
器

2
9
2
 
B
-
S
X
!
l
9
 
土
器

2
9
3
 
B
-
S
X
 l
 
19
 
士
器

29
4 
B
-
S
X
I
 
19
 
士
器

2
9
5
 
B
-
S
X
I
 19
 
上
器

2
9
6
 
B
-
S
X
I
 1
9
 
上
器

2
9
7
 
B
-
S
X
l
i
9
 
土
蕊

体
完
形

釜
A
]
ほ
ぽ
完
形

釜
A
3
全
体
の
1
/3

ほ
ど
残
存

釜
A
3
口
全
～
体
中
位

14
.2
 

釜
D
l
口
11
.3
/2
4

13
.1
 

釜
C
2
口
4
.4
/
2
4

(1
5.

0)
0• 

釜
B
2
口
3/
24

(1
4
.0
) 

釜
D
J
口
坦
位
4
～
体
下

16
.2
 

釜
D
l
口
3
.4
/
2
4

(1
5
.0
)
 

釜
D
I
口
6辺
2
4

(_i_§
.0
)
 

釜
D
l
口
4
.2
/
2
4

(J
 
7.
0)
 

釜
D
I
f:l
 
1/
24
 

(1
8
.0
) 

釜
C
2

ー
•

ロ
2/
24

(-l
6
.0
) 

誓悶
口
24
/2
4
～
体
上

釜
D
J
口
0
.8
/
2
4

釜
D
I
口
13
/
2
4

壷

縦
ハ
ケ
メ

I
 
3.
4 

13
.2
 

12
.4
 

蒻 一 ⑬

8
.9
 

赤
白
長

長
赤

白
長
赤

赤
長

赤
長
赤
白
長

赤
長

白
赤
長

赤

橙

に
苓
巳
盟
橙
に
ぷ
戸
面

に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
橙

橙
灰
臼

に
ぶ
い
黄
橙

浅
貨
橙

縦
横
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

横
ヘ
ラ
ナ
デ

祗
横
六
万
メ

.
 
1
 
7
.
 
8
 

(2
1.
0)
 
-- 18
.6
 

白
長
に
ぷ
い
災
橙

赤
品
に
京
言
速
匿

白
1i
・
に
ぶ
い
黄
橙

赤
白
長
に
ぶ
い
橙

白
長
に
ぶ
い
堡
墜

赤
長
に
ぶ
い
橙

赤
に
ぶ
い
橙

赤
白
長
に
ぶ
い
黄
橙

赤
臼

浅
黄
橙

白
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

赤
白
に
ぶ
い
橙

赤
橙

縦
ハ
ケ
メ

長
白 自 赤

赤

外
面
二
次
被
熱

2.
4 

横
ハ
ケ
メ

1.
0 
13
.6
 縦
ハ
ケ
メ

3
.0
 
14
.3
 縦
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

下
位
ヘ
ラ
ナ
デ
、

上
位
輪
径
｛
痕

外
面
ん
中
位
か
ら
底
部
に
ス
ス

--
-

外
面
下
半
に
ス
ス
、
内
面
中
位
に
コ
ゲ

外
面
中
位
に
ス
ス

外
面
中
位
に
ス
ス

輪
栢
痕

外
面
中
位
に
ス
ス

縦
ハ
ケ
メ

痘
に
ぶ
い
柁
ー・面
―
二

—
 
胎
土
砂
質



no
.
 
辿
構
種
類

2-9
8
B
-
S
X
11
9 
土
器

2
9
9
 
B
-
S
X
l
 19
 
土
器

寧
B
-
S
X
l
l
9
J::
器

30
1 
13
-S
X 
I
 
19
 
上
器

器
種

残
存
状
況

釜
C
2
口
3
.5
/2
4

釜
C
2
口
1.
5/
24
、
（本

大
部
分
残
存

釜
C
2
l::J
～
体
中
位 ――
―'
 

釜
C
l
ほ
ぽ
全
体
残
存

口
径
底
径
器
沿
j

⇒
 

(2
0
.0
) 

(1
9
.0
)
 

19
.8
 

外
面
調
救

内
面
調
整

焼
成

備
考

19
.2
 
3
.6
 
28
.9
 縦
ハ
ケ
メ

4 7  

口
2
3
/
2
4

口
2
1
/
2
4
～
体
上

口
一
部
欠
掛
、

底
欠
掛

30
5 
B
-
S
X
I
 1
9
土
器
釜
D
1
口
6/
24

3
0
6
 
B
-
S
X
l
 1
9 
上
器
釜
C
2
1J
I
．切
玩
鱒

上
器

•“
• 

30
7 
B
-
S
X
11
9 

釜
D
1
口
24
/2
4
～
体
上

3
0
8
 
B
-
S
X
l
1
9
土
器
釜
C
l
口
24
/2
4
～
体
中

3
0
9
 
B
-
S
X
I
 1
9
土
器
釜
A
l

3'
10
 
B
-
S
X
1
1
9
土
器
釜

底

31
1
 8
-
S
X
1
1
9
土
器
釜

底
2
l
2
 
B
-
S
X
]
19
土
器
釜

底

3
1
3
 
B
-
S
X
1
19
 
J:
器
釜
底

•
一

_
31
4 
8
-
S
X
i
l
l
土
器
釜
底
～
体
下
位

3
15
 B
-
S
X
I
 19
土
器
釜

底

3
16
 B
-
S
X
1
1
9
上
器
釜
底

3
17
 B
-
S
X
l
l
9
土
器
釜
底
～
体
下
位

3
18
 B
-
S
X
l
]
9
士
器
釜

底
～
体
下
半

3
19
 5
2-
5l
ー
ケ
上
素
忍
科
杯
A
一
部
欠
損

3
2
0
 
52
-5
1
ー
カ
土
器

通
胚
脚
b
杯
脚
据
欠
虹

32
1 
5
1
-
4
8ー
エ
上
器
商
打
逮
担
脚
部
裾
欠
損

30
2 
B
-
S
X
ll
9 
＿． 

土
器
釜
C
l

30
3 
B
-
S
X
I
 1
9
土
器
釜
8
2

30
4 
B
-
S
X
I
 1
9
土
器
釜
C
2

斜
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

2
0.
2
 
_
 

2
0
.0
 

2
6
.2
 

(1
8
.0
)
 

(2
1.
0)
 
17
.4
 
19
.6
 
(30
.0) 
-
.
.
 

斜
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

堕
ハ
ケ
メ

-
-

上
～
中
位
横
ヘ
フ
ナ
プ
、

下
位
斜
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

戸 -
-
赤
長

赤
白
長

赤
長
骨

赤
白
長

赤
白
長

亘 赤
白
長

器
高
25
cm
前
後
、
外
面
中
位
に
ス
ス

外
面
中
位
に
ス
ス

外
面
中
位
ス
ス
、
内
面
下
位
コ
ゲ
・ヨ
ゴ
レ

器
高
25
cm
以
上
、
外
面
中
位
に
ス
ス

外
面
中
位
に
ス
ス

』
-

器
高
30
cm
以
上
、
外
函
中
位
～
下
位
に

ス
ス

麗 亨

外
面
中
位
に
ス
ス

22-
:-4
 

32
2 

54
-
4
8
—
オ
士
器

器
台
D
口
13
/2
4
、
脚

3
2
3
 
53
-4
7ー
ネ
土
器
器
台
C
Iュ
百
司
可
i

早
．5
4
-
4
8ー
ク
上
器
器
台
脚
柱
部

}
2
5
不
明

土
器

高
材
堕
胆
脚
」
Lを
~

3
2
6
 
52
-5
1ー
ソ
土
器
悩
杯
脚
b
杯
全
担
＿

3
2
7
 
5
1
-
4
8ー
イ
l：
器
壷
D
口
8
.3
/2
4
、
府

3
2
8
 
5
2
-
5
2ー
ア
上
器
壷
D
口
13
.5
/2
4

3
2
9
 
52
-5
1-
二
土
器

盗
D
口
6.
5/
24

←-
・ 
3
3
0
 
5
4
-
4
8ー
タ
土
器

壷
1-1
4
.8
/2
.1
 

翌
上
-5
-4
:.
.4
8
ー
サ
上
器
並

口
2
.7
・位
4

3
3
2
 
土
器
祉

口
2
.8
/
2
1

33
3 
5
2
-
5
2
ー
イ
上
器
壷
C
口
9
.3
/2
4

33
4
声
lー
ウ
上
器
遥
B
口
3
．坐
糾

33
5 
52
-5
1ー
ト
七
器

壷
口
6.
2/
2
4

3
3
6
 
5
2
-
5
1
ーソ
上
器

~
B

 
口
1.
5/
24

33
7 

上
器
壷
A
口
2.
2/
2
4

33
8 
土
器
壷

口
3/
24

3
3
9
 
52
-5
1
一
卜
上
器
疵

口
2/
24

3
4
0
 
52
-5
1
ー
ソ
玉
器
壷
D
口
2/
24

34
1
 5
4
-
4
8ー
ケ
土
器
壷

底
l/
4
～
住
了
巫

9.
5 

6
.8
 

3
.8
 
縦
竺
沙

5
.6
 

ケ
ズ
リ

3
.8
 
3
.8
 
緩
六
万
メ`
→,
 

3.
8 
(5
.0
) 
4
.8
 
3.
0 

縦
ハ
ケ
メ

2.
4 

縦
ケ
ズ
リ

15
.2
 
剥
離

磨
耗
縦
ケ
ズ
リ

ロ
・横
ミ
ガ
キ
、

脚
・毯
乙ヽ
ケ
メ
あ
り

横
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

逍
確

色
調
吟

に
ふ
い
澄

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

橙 十 にぶい黄橙 にぶい黄橙 橙

9.
6 
7
.3
 

縦
ヘ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

竺 璧 闊 囁1 5聾 闘 〗 闊

-、 斜
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

蒻
輪
栢
痕

艮

一白 ＿藝 誓 ＿醤 晶 甕 讐 ＿酬

一 艮
白 ＿
麟 赤
ー 一

赤

外
面
上
位
ス
ス
、
中
下
位
劣
化

橙
外
面
口
緑
部
に
ス
ス

浅
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
橙

外
面
赤
化

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙
蔽
浅
黄
橙

外
面
赤
化

浅
黄
橙

外
面
被
熱
劣
化

に
ぷ
い
橙

橙
軟

に
ぶ
い
橙
良
円
形
透
孔
あ
り

に
ぶ
い
黄
橙
良
一
世
手
、
杯
接
合
部
に
差
込
穴
あ
り

良

横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
メ

艇
ナ
デ

： 言 誓 ＿誓 ―旦白 ＿臼

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

偲
0）-

縦
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

-
-

横
ヘ
ラ
ナ
プ

横
乙ヽ
ケ
メ

灰
白

橙
良

に
ぶ
い
橙
良
円
形
透
孔
4

橙
普

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙
良
破
片
2
点

-
~
 

橙
晋

浅
黄
橙
良

＿
 

に
ぶ
い
褐
良
外
面
に
ス
ス
、
内
面
に
コ
ゲ

--
--
-
に
ぶ
い
橙
良

に
多
止
校
橙
良

白
橙

赤
長
に
ぶ
い
橙
良

赤
橙

白
長

橙
甕
か

白
明
赤
褐
良
内
外
而
赤
彩
、
器
表
剥
離
多
い
。
他
に

比
べ
胎
上
精
良
。

赤
-
-
-
-
-
・
-
-
-

に
ぶ
い
橙
良
内
外
面
赤
彩

赤
に
ぶ
い
逆
也
？
良

壺
橙
良



n
o
.
 
迫
梢
種
類
器
種

残
存
状
況

34
2 
52
-5
2
ー
シ
土
器
壷
挺
部

34
3 
52
-5
2-
チ
上
器

並
底
部

34
4 

5
4
-
4
8
—
工
l:
器
鉢
B
口
2/
24

34
5 
52
-5
0ー
ソ
土
器

鉢
B
口
1.
8/
24
～
底

-
-

34
6 
54
-4
8ー
タ
土
器

鉢
C
口
2
.5
/2
4

34
7 
54
-4
8ー
エ
士
器

鉢
n
 10
.5
/2
4 

34
8 
52
-5
1
ー
ク
上
器

鉢
E
底

皇
9
5
2
-
5
1
ー
キ
土
器
鉢
口
7.
3
/2
4 ー・一

35
0 
53
-5
1
ーイ
上
器
鉢
A
口
7
.8
/2
4

～
底

35
1 
52
-5
1
ー
ニ
土
製
品

ほ
ぽ
完
形

35
2 
5
3
-
4
8ー
チ
上
器
釜
P
i
m
.8
/2
4 

釜
D
l
口
5
.5
/2
4
、

体
上
半

35
4 
54
-4
8ー
ト
土
器
釜
D
I
口
2
.7
/2
4
、

体
歴
一
部

35
5 

土
器
釜
D
)
口
9/
24

35
6 
54
-4
8ー
サ
上
器
釜
D
I
口
l.
2/
24

35
7 
52
-5
1
ー
セ
土
器
釜
囚
口
2
.5
/2
4

35
8 
5
4
-
4
8ー
サ
土
器
釜
D
l
口
2
.-8
/2
4

35
9 
52
-5
0ー
ソ
上
器

•
一

釜
D
I
口
3
.6
/2
4

36
0 
5,
J-
48
ー
セ
土
器
釜
D
I
口
1.
2/
24

36
1 
54
-4
8ー
サ
土
器
釜
B
2
口
2
0.
4
/2
4
、
府

.
 
-

-

36
2 
5
4
-
4
8ー
エ
土
器
釜
C
2
口
3
.5
/2
4

嘩
3
5
4
-
4
8
ー
ク
土
器
釜
C
l_
_
g
_6
/2
4

面
-4
8ー
ウ
上
器
釜
B
2
口
8
.2
/2
4
、
訂

36
5 
54
-4
8
ー
ク
土
器
釜
B
2
口
1.
2/
24

一
笹
見
§'
!_
-4
8ー
チ
土
器
釜
D]
口
3
.1
/2
4
、
訂

36
7 
52
-5
1
ー
ケ
上
器
釜
C
]
口
4/
24

36
8 
54
-4
8-
．ク
王
器

釜
5l
口
6I
__
24

皇
訟
5
0ー
ソ
J:
器
釜
C
2
11
1
3.
5/
24
 

~7
0 
54
-4
8ー
ニ
上
器
釜
Q
l

..
 

口
5
.8
/2
4

37
1 
54
-
4
7ー
ト
土
器
釜
D
l
口
1.
6/
24

37
2 
52
-5
)
ーク
土
器
ー
釜
翌
旦
土
塑
塾

37
3 
54
-1
7
ー
ト
土
器
釜
D
1
f.J
 
1.
3/
24
 

37
4 
5
4
-
4
8ー
ケ
土
器
釜
C
2
口
l.
7位
4

37
5 
52
-5
2
ー
チ
七
器
釜
B
2
f.J 
l.
6/
24
 

37
6 
54
-
4
8ー
ウ
上
器
釜
B
2
口
2.
6/
24

37
7 
52
-5
2
ーキ
土
器

釜
D
I
口
12
/2
4

:3
78
 
52
-5
3
ー
ニ
土
器
釜
B
2
l:i 
3.
7 /
24
 

翌
釘
ー
4
8
ー
エ
上
器
釜
C
2
口
2.
3/
24

38
0

―
 

土
器
釜
D
l
口
7
.
2
m

38
1 
5
4
-
4
8ー
チ
上
器
釜
B
2
口
0
.8
/2
4

-
-
.
.
 

38
2 
54
-4
8ー
タ
土
器
釜
旦
L
口
1
1.
8/
24

3~
3 

~4
-
4
8
ー
タ

土
器
釜
D
)
口
3
.2
/2
4

38
4 
54
-4
8ー
チ
土
器
釜
B
2
口
2/
24

3努
」
1ゴ
を
イ
上
器
釜
B
2
口
13
/2
4

38
6 
54
-4
8-
ウ
.t立
笠
一
釜
DI
口
2
.8
/2
4

~8
7 
54
_-
48
ータ
上
器
釜
Dl
口
6/
24
、一
体
上
＿半

口
径
底
径
器
菰

6
.5
 
7.
8 

外
面
調
整

内
面
調
整

酉

35
3 
51
-4
8ー
ス
七
器

4 8 1  

0 0 0 坐 0 0 丸 0 り

侶 ＿普 ＿g ＿庄 子 ＿庄 (1
2
.0
)
 

6
.6
 
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

2
.1 5.
 
4/
 

9.
8
 
口
緑
部
横
ミ
ガ
キ

3
.7
 
窮
耗
ハ
忙
と

縦
横
ハ
ケ
メ

閉
耗
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

冨 ―麟 誓 一墜 白 重

色
調
焼
成

橙
浅
黄
橙

に
ぶ
い
橙

橙
丸
底

橙
良

に
ぶ
い
橙
良

に
ぶ
い
橙
良

.
 -
に
ぶ
い
橙

赤
長
骨
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

白
赤
煤
t「
に
ぶ
い
黄
橙

骨
赤
黒
に
ぶ
い
黄
橙

丸
底
、
外
面
に
ス
ス

底
部
91
か
所
に
穴

ー
と
一
一

良 良
外
面
ス
ス
・赤
化
、
内
而
ヨ
ゴ
レ

2
.2
 
9
.7
 
斜
ハ
ケ
メ

メ
晨 5 5

批 ハ
縦 斜 縦 縦

点 忍 盆 虚 孟 誓 闊 靡 悶 闊 盟 O l 悶 闊 悶 魯 倍叶 ＿翡 屈 ＿1 4 _ 隠 此 盟 隠 盟 荷 雷 ＿聾 謄 謄 平 ＿m -
』 1 5 - ⑬ 1 5

赤
長

浅
黄
橙
良
外
而
ス
ス
・赤
化
、
内
面
汚
れ

霞
橙

体
部
中
位
に
ス
ス

ロ
緑
部
に
ハ
ケ
メ

白
に
ぶ
い
黄
橙

外
面
ス
ス

横
ハ
ケ
メ

贔
一
塁一

麟
に
ぶ
い
橙

赤
橙

墜
ハ
ケ
メ

11
• 

灰
白
良

頸
部
と
（
本
部
に
横
公
ケ
メ
赤
白
烈
竹
に
ぶ
し
ぅ
社
豆
良

長
に
ぶ
い
橙

孫
―

内
面
頸
部
に
コ
ゲ

に
ぶ
い
黄
橙
良
口
緑
部
内
面
に
ヨ
ゴ
レ
。

赤
橙
良

骨
赤
白
に
ぶ
い
投
橙
良

赤
黒
に
ぶ
い
黄
橙
良

白
骨
浅
災
橙
良
口
緑
部
外
面
に
ス
ス

白
赤
に
ぶ
い
橙

赤
長
一

橙
外
面
に
ス
ス

赤
白
橙
赤
概

外
面
被
熱
に
よ
り
劣
化
。

赤
に
ぶ
い
慨

赤
に
ぶ
い
橙

赤
長
に
ぶ
い
黄
橙
良

白
黒
褐

良
外
面
口
緑
部
に
ス
ス

長
に
ぶ
い
黄
橙
良

橙
外
面
に
広
く
ス
ス

横
ハ
ケ
メ

長
に
ぶ
い
橙
良
外
面
被
熱
に
よ
り
赤
変
色

＿
 
横
ヘ
ラ
ナ
デ

煤
痴
~

外
函
に
広
く
ス
ス

赤
に
ぶ
い
橙

赤
長
に
ぶ
い
黄
橙
良

長
白

淡
黄

-
-

外
面
い
緑
部
に
薄
く
ス
ス

長
白
に
ぶ
い
黄
橙
良
外
面
ス
ス
強
い

赤
竹
臼
に
ぶ
い
黄
橙
良
内
面
に
ヨ
ゴ
レ

赤
骨
英

橙
外
面
ス
ス
強
く
、
被
熱
に
よ
り
赤
変
色

長
白
に
ぶ
い
褐

涼
焦
長
―-
iこ
ぷ
し
言
橙
良

ヘ
ラ
ナ
デ
？

縦
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

斜
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

戸
メ

横
ハ
ケ
メ

ロ
緑
部
内
面
に
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

-
-
-

~
-
-

-

ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

横
ケ
ズ
リ
＿

斜
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
メ

縦
ハ
ケ
｝

槌
ヽ
ケ
メ



n
o
.
 
迫
構

種
類
器
種

残
存
状
況

ロ
径
底
径
器
沿
i

外
而
調
整

内
面
製
整

38
8 
52
-
52
ー
サ
土
器
釜
D
l
口
71
2
.7
/2
4

(1
5
.0
)
 

縦
ハ
ケ
メ

38
9 
5
4
-
4
8-
エ
土
器
釜
A
2
口
6.
7
/
2
4
、
府

(1
8
.0
)
 

斜
ハ
ケ
メ

横
ハ
ケ
メ

39
0 
5-1
-4
8ー
ス
士
器
釜
A
2
口
2
.9
/2
4

(1
7
.0
) 

縦
ハ
ケ
メ

横
＜ヽ
ケ
メ

39
1 
5
4
-
4
8ー
カ
上
器
釜
B
2
ロ
～
胴
上
半

16
.J. 

不
定
ハ
ケ
メ

39
2 
5
1
-
4
8ー
ウ
上
器
釜
B
2
口
一
部
欠
損

16
.0
 

不
定
ハ
ケ
メ

類
部
横
ヘ
フ
―
ナプ
ーイ
、

～
胴
上
半

体
部
ハ
ケ
メ

39
3 
52
-
52
ー
イ
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2 2. 5Y6/3 にぶい貨色粘；I:.

A-5D130 A-SD 8 7 A-SD 1 0 1 

C-e---
16.'1伽

一C̀ E0-

6・ 
ー2・ 

16. 20m... 
-0t GO-

1 6. •IO霞
-0  6' 

00-
16.,1伽．
-04) 

I 2. 5Y4/I 没灰色粘 I;,炭化物!";i
少政混じる。

2 2. 5Y5/2 黄灰色粘 l:.炭（日物少
飲、地1J11：多く混じる．

3 2.51’512 0印灰貨色粘 I~ 炭化物
t-1!少誠、地111_I：説じる

.J IOYR5/2 灰貨褐色帖」ニコ
5 2. 5¥612 灰黄色砂問シルト混じ

り粘 l:.
6 2.5¥'!;/I 貨灰色粘七灰黄色粘

l:混じる
7 2. 5Y6/2 灰黄色粘ヒ，

A-S0109 

冒
I 2.5¥"-1/1 黄灰色粘上。炭化物 ・桟

黄色シルトillじる．
2 2. 5¥6/1 黄灰色粘上。炭化物少位

iiいじる

A・S D 6 7 

ド-<>-

二，9/／ 
16.2伽 ．
-0F 

I 2. 51'5/i //i仄色粘上．浅拭色粘＿l:
粒混じる．

2 10\'R•I/ I 褐灰色粘七。浅貨色粘＿l:
粒浪じる

3 2. 5¥'7/1 灰白色粘上・

I 2. 5Y5/I 貨灰色枯J:.
2,51'5/2 9庁灰黄色帖J:
2. 5¥'6/3 にぷい数色粘 1:.
2 2. 51•5/2 ,If灰黄色粘J:
3 2. 51'5/I 貨灰色枯：I:.
~ 2. 51'5/I 貨灰色粘上．111褐色粘t

混じる。
5 10¥'R6/I 灰色粘j;.l.i＼渇色粘 l:i昆

じる．

IIO-
16. 20m 
-011' 

グ，'ク戸言ア
1 2,5y、1/1 貨灰色1古し炭化物 ・

汲黄色枯J:i昆じる
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11 

15. 6如
-=ii>A' 

II 

(A-S0302) 
1 5C¥'4/1 
2 7.SG¥'5/1 
3 IOGY<l/1 

4 IOGYヽ1/1
5 IOGY4/l 

6 5GYヽ1/1

A-<>-

暗オリープ灰色礫混じり砂．
緑灰色シルト．木片多紐に混じる。
躇紐灰色砂混じりシルト．植物遺体

少量混じる．
暗緑灰色シルト。
暗紐灰色砂混じりシルト。灰黄渇色
粘土・木片多<i昆じる．
前オリープ灰色牒混じり砂．

15. 60..., →A 

.---17---

l IOCS/1 繰灰色シルト。
2 2. 5GY5/I オリープ灰色シル ト。灰色粘質シルト

混じる。
3 5GY4/I 暗オリープ灰色砂混じりシルト．
4 5GYS/! オリープ灰色シルト．灰色粘土筋状に混

じる．
5 IOYS/1 灰色シルト。灰オリープ色粘土混じる
6 5層と同質で、灰オリープ粘土が多い。
7 5CY4/I Jfrオリープ灰色砂質シルト。灰オリープ

祐土少量混じる．

E-<>-
15. 60層
--<> F.' 

(A-S0301) 
7 2. 5Y5/4 黄褐色シルトl昆じり砂．
8 7. SGYS/1 緑灰色砂礫視じりシル ト．

9 2.5Y5/4 黄褐色礫浪じり砂．
IO 5GY5/l オリープ灰色シルト混じり砂。木片

．頃物遺体・泥炭混じる。

11 2. 5GY4/l I音オリープ灰色礫混じり砂．
12 5GY4/l I音オリープ灰色礫混じり砂．＊）す ・

炭化物少量混じる．
13 既主体層．一部で下位に泥炭屠が1導く入る．

1 印＼＇5/1 オリープ灰色シルト。炭化物極少量混

じる。
2 茄＼＇5/1 オリープ灰色シルト混じり砂。炭化物

少11:i昆じる。
3 2. 5GY5/I オリープ灰色砂混じりシルト．
4 2. SCYS/I オリープ灰色砂浪じりシルト。
5 7. SCYS/1 緑灰色シルト。木質逮物少糞混じる．
6 7. SCYS/I 緑灰色粘質シルト。 1＆色粘土混じる．
7 2. SGYS/I オリープ灰色礫混じり砂．

8 7層と同様で、粘土少ない。
9 7. 5CY4/I I『緑灰色シルト。凝状の植物遺体多

く混じる。
10 9廣と同様で、植物遺体がさらに多い．
II お＼’ヽ1/1 籍オリープ灰色砂質シルト。植物遺体

少量混じる．
12 腐植物主体層．9釦オリープ灰色シルト混じる。
13 12層と同様．シルトやや多い．
14 1．茄Y4/I 暗緑灰色シルト。

15 SYS/I 灰色粘土・ しまり接弱い．

l IOVR6/2 オリープ灰色砂浪じり粘土。赤灰
色粘土が筋状に浪じる．

2 7.5¥＇R5/1 褐灰色粘土。黒色粘土が線状に

混じる．
オリープ灰色砂まだらに混じる．

3 IOl'R6/2 オリープ灰色砂。炭化物や渇灰色
粘土が筋状に少量j昆じる．

4 IOVS/2 オリープ灰色砂。i昆入物はほとんど
燕し。わずかに粒状の掲灰色粘土が

糾じる．

F-0--
15. 60m_, 

一F

15. 60霞 ，
- 0•G 

入、一

-
l 2. 5¥'5/2 灰オリープ色砂質シルト．
2 7. 51'6/2 灰オリープ色砂混じり粘質シルト．
3 SG¥'5/1 オリープ灰色やや粘質シルト．
4 101'4/I 灰色粘質シルト．

5 IOYS/2 オリープ灰色砂。腐植物を含む褐灰色
粘土がやや多く混じる．

6 !OYS/2 オリープ灰色砂．褐灰色粘土 ・炭化物
等やや多く混じる。5附に比べやや略い．

7 SY~/ 2 灰オリープ色粘土。炭化物少量混じる。
しまりやや強い。

8 6屠とほぽ同質で、砂がやや多い。
9 7. 5¥'5/1 灰色粘土．炭化物ごくわずかに混じる．
10 !OY5/I オリープ灰色砂礫層．

。
(1:40) 2M 
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A-SD 4 0 4 • SK  4 0 6 

15.00m., 
A0- 2 

-O-A 

冒二言冒
I 10¥'5/I 灰色粘土．炭化物少厖品じる。

2 5¥'5/1 灰色粘土。微Ilヽ 炭化物混じる．

A-SD404 • SK405 

B-<'>-
15. OOm_, 
-0-B 

1 2 

.o-

A-S K4 0 1 
15.00m... 

B<>-- --0-B 

冒／二冒二二言言

(A-SD404) 

1 5¥＇5/1 灰色粘土。炭化物少量混じる．
(A-SK405) 
2 2. SYS/I 黄灰色枯土．炭化物少量混じる．
3 2. 5¥6/2 灰黄色粘土．

4 5¥'6/1 灰色粘土・

A-SK403 

l0Y4/I 灰色粘土．炭化物少量 ・思色粘土
粒少鍼混じる。

C-0-
15. OOm _, 

7 
-OC 

I 

A-SK408 

C-0-
15. 0伽 ．
-<!>C 

!O¥'R5/I 灰色粘土。炭化物極少量 ・黙色粘土

少量混じる．
2 10¥'5/! 灰色粘土。炭化物裕少量混じる．
3 10¥'5/i 灰色粘土．II.¥色粘土多く混じる．
4 7. 5Y4/I 灰色粘土．黒色粘土 ・炭（ヒ物多訊に

混じる．

A-SK407 

D三＝ゴ乞＝マD'

冒靡多

1 7.5GY5/I 
2 6GY5/I 
3 5Y4/I 
4 7.5¥'5/I 
5 2. 569'5/1 

(A-SKヽ107)

6 6GY5/I 

緑灰色砂質シルト．
オリープ灰色砂質シルト．
灰色粘土。炭化物多く混じる。

灰色粘＿t。炭化物少量混じる。
オリープ灰色粘土。
炭化物極少量・腐催物少泣混

じる。

オリープ灰色粘土。

(A-SK,103) 

I IOY5/I 灰色粘土◆炭化物少位、暗灰色
帖土粒多く混じる。

2 2. 5GY5/i オリープ灰色粘土。炭化物やや
多く、暗灰色粘土少量i昆じる．

3 10¥’ヽ1/1 灰色粘土。炭化物やや多く、黙
色粘土粒やや多く涎じる．

4 10¥1/1 灰色粘土。黒色枯土粒少位1昆じ
る。

5 IOY4/I 灰色粘土．I.II色粘土粒極少紘混
じる．

6 7. 5¥'l/1 灰色粘土．限色粘土粒多く混じ

る．
(A-SK<I02) 

7 lOYS/1 灰色粘土。炭化物少没混じる。
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る。

IOYS/1 灰色砂混じり粘土。珠灰
色シルト閃少絋浪じる。

2 !OG¥'6/l 緑灰色砂．オリープ灰色
粘土少依批じる．

3 IOG¥'6/1 緑灰色粘上混じり砂
4 IOGY5/I 紐灰色粘：t.

10¥5/1 灰色枯上。オリープ灰色
砂極少戴混じる．

2 2. 5Gl'5/I オリープ帖J:混じり灰色
砂。緑灰色シル 1ヽ礫混じ
る．

3 2. 5G¥'5/I 紐灰色粘七 炭化物少蘇
混じる．

B-S K 1 7 2 

1)← 
15. 00.. 一o・

B-S D 1 7 8 

14. 80m_, 
l:0- -E  

0-D' ・ E-E' 
I 5¥'5/2 灰オリープ色粘．ヒ炭化物少保ill!じる．
(B-5D178) 
2 印＼•6/1 オリープ灰色粘上e 朕（ヒ物少恥ileじる
3 7．恥＼＇6/1 禄灰色粘上0腐植物状の炭（ヒ物少杖混じる。
(ll-SKl12) 
4 7. 5GY6/I t./9灰色粘Jこ，炭化物が一郎にIMってiiいじる"
5 5G¥"5/I オリープ灰色粘七炭化物少黛泥じる
6 7.5GY5/I 粒灰色粘土．微小な腐植物少抵泥じる『
7 7. 祁＼•5/1 11（灰色1古士，腐蝕物ごく少ないっ
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集落跡 古墳（前期）
溝 ・士坑 ・ピット・土
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